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一年
出
上
の
木
簡

要例
平
城
官

・
京
跡
　
　
　
　
　
　
寺
崎

平
城
京
二
条
大
路

。
左
京
二
条
二
坊
十

白
亀
寺
遺
跡

藤
原
官
跡

山
田
寺
跡

阿
倍
六
ノ
坪
遺
跡

長
岡
京
跡
ω

長
岡
京
跡
②

長
岡
京
跡
０

佐

藤

宗

諄

′

長
岡
京
跡
④

仁
和
寺
南
院
跡

大
坂
城
跡

梶
子
遺
跡

道
場
田
遺
跡

野
畑
遺
跡

穴
太
遺
跡

下
野
国
府
跡

下
野
国
府
跡
寄
居
地
区
遺
跡

長
原
東
遺
跡

多
賀
城
跡

払
田
柵
跡

長
　
を不
　
繁
　
一　
押

家

崎

孝

治

獅

中
尾
芳
治

・
中
川
信
作
　
獅

漆
　
畑
　
　
　
敏
　
密

原
川
　
宏

・
山
口
和
夫
　
不

林
　
　
　
博
　
通
　
７

林

　

　

博
　
通
　
獅

大
金
宣
亮

・
田
熊
清
彦
　
獅

木
村
　
等

・
岩
淵

一
夫
　
露

木
　
村
　
　
　
等
　
節

後
藤
秀

一
・
佐
藤
和
彦
　
節

船
　
木
　
義
　
勝
　
弾

次

関

晃



福
井
・
日
野
州
朝
官
橋
下
流

富
山
・
桜
町
遺
跡

兵
庫
。
出
合
遺
跡

兵
庫
・
辻
井
遺
跡

岡
山
ａ
功
三
畑
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（五
）

奈
良
・
藤
原
官
跡

田

村

満

男

伊

藤

隆

三

鎌
木
義
昌

・
亀
田
修

一

山
本
博
利

・
秋
枝
　
芳

馬
　
場
　
昌
　
一

岡
山

。
肩
脊
堀
の
内
遺
跡

広
島

・
草
戸
千
軒
町
遺
跡

高
知

・
田
村
遺
跡

福
岡
。
高
畑
廃
寺

大
分

。
藤
田
遺
跡

和

田

率
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史
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簡
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凡

例

一
、
以
下
の
原
稿
は
各
木
筒
出
土
地
の
調
査
機
関
に
依
頼
し
て
、
執
筆
し
て
い

た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
体
裁
お
よ
び
釈
文
の
記
載
形
式
に
つ
い
て
は
編

集
担
当
の
責
任
に
お
い
て
調
整
し
た
。

一
、
原
稿
の
配
列
は
ほ
ぼ
奈
良
時
代
の
五
畿
七
道
の
順
序
に
準
じ
た
。

一
、
釈
文
下
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
木
簡
の
長
さ

。
幅

・
厚
さ
を
示
す

（単
位

は
ミ
，
メ
ー
ト
ル
）
。
欠
損
し
て
い
る
場
合
の
法
量
は
括
弧
つ
き
で
示
し
た
。

そ
の
下
の
三
桁
の
数
字
は
型
式
番
号
を
示
す
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
発
掘
機
関

で
の
木
簡
の
通
し
番
号
は
最
下
段
に
示
し
た
。

一
、
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
通
り
で
あ
る

（
五
頁
第

一
図
参
照
）。

「
　
」
　

　

木
筒
の
上
端
な
ら
び
に
下
端
が
原
形
を
と
ど
め
て
い
な
こ
と

を
示
す
。

＜
　
　
　
　
木
簡
の
上
端

・
下
端
に
切
り
込
み
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

く
く
　
　
　
抹
消
し
た
字
画
の
あ
き
ら
か
な
場
合
に
限
り
原
字
の
左
傍
に

付
し
た
。

国
塵
四
　
　
抹
消
に
よ
り
判
読
困
難
な
も
の
。

□
□
□
　
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

日
日
回
　
　
久
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
推
定
で
き
る
も
の
。

日
――
国
　
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
毅
の
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

ｘ
　
　
　
　
前
後
に
文
字
の
つ
づ
く
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
が
、
折
損
等
に

よ
り
文
字
が
失
わ
れ
て
い
る
も
の
。

『
　
』
　

　

異
筆
、
追
筆
。

１
１
　
　
　
合
点
。

・　
　
　
　
木
簡
の
表
裏
に
文
字
の
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

〔　
〕
　

　

校
訂
に
関
す
る
注
で
、
原
則
と
し
て
釈
文
の
右
傍
に
付
し
、

本
文
に
置
き
換
え
る
べ
き
文
字
を
含
む
場
合
。

力
　
　
　
　
編
者
が
加
え
た
注
で
疑
間
の
残
る
も
の
。

マ
マ
　
　
　
文
字
に
疑
間
は
な
い
が
意
味
の
通
じ
難
い
も
の
。

‥
…
。
　

　

同

一
木
簡
と
推
定
さ
れ
る
が
折
損
等
に
よ
り
直
接
つ
な
が
ら

ず
、
中
間
の
文
字
が
不
明
な
も
の
。

＝
　
　
　
　
組
版
の
関
係
で
一
行
の
も
の
を
二
行
以
上
に
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
か

つ
た
場
合
、
行
末

。
行
初
に
つ
け
た
も
の
。

一
、
地
形
図
は
原
則
と
し
て
国
土
地
理
院
発
行
の
五
万
分
の
一
地
形
図
を
使
用

し
図
名
を

（　
）
内
に
示
し
た
。
地
図
中
の
Ｖ
は
木
簡
の
出
土
地
点
を
示
す
。

一
、
釈
文
の
最
下
段
に
三
桁
で
示
し
た
型
式
番
号
は
、
木
筒
の
形
態
を
示
し
、

つ
ぎ
の
一
五
型
式
か
ら
な
る

（六
頁
第
二
図
参
照
）
。

ｏ
〓
型
式
　
短
冊
型
。



1982年出上の木簡

２
ｏ
型
式
　
短
冊
型
で
、
側
面
に
孔
を
穿

っ
た
も
の
。

ｏ
ぢ
型
式
　
一
端
が
方
頭
で
他
端
は
折
損

・
腐
蝕
で
原
形
が
失
わ
れ
た
も
の
。

ｏ選
型
式
　
小
形
矩
形
の
も
の
。

ｏ館
型
式
　
小
形
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

ｏ
露
型
式
　
長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。
方

頭

。
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

ｏ
鰯
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。

ｏ
謡
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を
尖

ら
せ
た
も
の
。

ｏ
毬
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は

折
損
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て
不
明
の
も
の
。

ｏ
留
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

ｏ８
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
端
は
折

損
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て
不
明
の
も
の
。

ｏ
２
型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

ｏ
緞
型
式
　
用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

ｏ
留
型
式
　
折
損
、
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の
。

ｏ】
型
式
　
削
屑
。

広
島

・
草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
土
木
簡
の
型
式
番
号
は
、
広
島
県
草
戸
千
軒
町

遺
跡
調
査
研
究
所

『
草
戸
千
軒
―
木
簡

一
―
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

「
＜
武
蔵
國
男
余
郡
餘
戸
里
大
贄
鼓

一
斗
天
平
十
八
年
十

一
月
」

ｘｘ価獅側跡激厳鰯据　」

「
泉
進
上
材
十
二
條
中

「
　
　
番
長
二
人

請
飯蝋
卸
一以
仝
［
級

僻

阻

麒

主
調
如

件

桁

一
條

ｘ

又
入
條

ｘ

課

蕩
密

登

塾

筵

多

月

第 1図 木簡釈文の表現法



型式

躍

卵
式

届
岡
周
因
圏
廻

国

卵
033聖』三ヽ

θ諺型式

α望型式

第 2図 木簡の形態分類
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六資

・
平
城
京
二
条
大
路

・

左
京
二
条
二
坊
十
二
坪

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
法
華
寺
町
二
六
六
番
地
の
一
他

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年

（昭
５７
）
五
月
を

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
市
水
道
局
庁
舎
建
設
予
定
地
発
掘
調
査
会

４
　
調
査
担
当
者
　
西
崎
卓
哉

。
中
井
　
公

・
篠
原
豊

一

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
地
は
、
平
城
京
の
条
坊
で
は
二
条
大
路
と
左
京
二
条
二
坊
十
二
坪
の

南
西
の
一
画
に
相
当
す
る
。
付
近
は
、
平
城
京
域
の
通
常
の
例
に
違
わ
ず
、
条

坊
の
痕
跡
を
よ
く
水
田
畦
畔
に

残
し
て
お
り
、
周
辺
の
小
字
名

は

「
五
双
田
」
で
あ
る
。
調
査

は
奈
良
市
水
道
局
庁
舎
建
設
に

先
立
ち
実
施
し
た
も
の
で
、
発

掘
面
積
は
約
二
一
〇
〇
ポ
で
あ

ヱつ
。調

査
の
結
果
、
検
出
し
た
主

な
遺
構
に
は
二
条
大
路
と
そ
の

北
側
溝
、
築
地
、
建
物
、
柵
、
井
戸
、
池
、
溝
な
ど
が
あ
る
。
発
掘
区
か
ら
は

膨
大
な
量
の
遺
物
が
出
上
し
、
そ
の
総
量
は
遺
物
収
納
箱
約
八
〇
〇
箱
に
及
ぶ
。

築
地
に
よ
り
周
囲
を
画
さ
れ
る
十
二
坪
は
、
建
物
な
ど
の
配
置
か
ら
、
坪
内

を
分
割
す
る
こ
と
な
く

一
町
全
体
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
遺
構
の

変
遷
は
五
期
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。　
一
生

一期
に
は
坪
中
央
に
総
柱
の

大
型
建
物
が
め
ぐ
り
、
坪
南
辺
に
は
そ
の
付
属
棟
か
と
考
え
ら
れ
る
建
物
が
整

然
と
建
ち
並
が
。
三

。
四
期
に
は
坪
中
央
の
大
型
建
物
は
な
く
な
る
が
、
柵
で

画
さ
れ
る
南
辺
に
は
建
物
が
依
然
と
し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。
五
期
に
な
る
と
、

建
物
は
小
型
化
し
坪
全
体
に
散
在
す
る
よ
う
に
な
る
。

さ
て
、
木
簡
は
こ
れ
ら
の
遺
構
の
う
ち
二
条
大
路
北
側
溝
、
十
二
坪
内
部
の

井
戸
Ｓ
Ｅ

一
〇
か
ら
計
四

一
点
出
土
し
た
。
こ
の
う
ち
二
条
大
路
北
側
溝
は
、

平
城
官
南
面
で
は
そ
の
外
濠
を
も
か
ね
る
水
路
で
あ
る
が
、
今
回
の
発
掘
区
内

で
は
幅
三

。
Ｏ
ｍ
内
外
、
深
さ

一
。
Ｏ
ｍ
内
外
の
素
掘
り
の
溝
と
な
る
。
東
西

二
五
ｍ
分
を
検
出
し
た
。
溝
に
は
少
な
く
と
も

一
回
の
改
修
の
跡
が
み
ら
れ
る

が
、
特
に
護
岸
の
た
め
の
施
設
は
な
い
。
そ
の
た
め
か
、
大
路
側

へ
大
き
く
氾

濫
し
路
面
が
浸
蝕
さ
れ
て
い
る
。
木
簡
は
、
こ
の
浸
蝕
さ
れ
た
部
分
の
堆
積
土

中
か
ら
出
上
し
た
も
の
と
、
そ
の
後
に
改
修
さ
れ
た
溝
内
の
堆
積
土
か
ら
出
土

し
た
も
の
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
木
簡
取
り
上
げ
の
際
に
は
前
者
を
Ａ

区
出
土
、
後
者
を
Ｂ
区
出
土
と
表
示
し
取
り
上
げ
た
。
ま
た
、
二
条
大
路
の
南

北
両
側
溝
は
、
付
近
の
地
形
か
ら
東
か
ら
西
へ
向
う
水
流
が
考
え
ら
れ
、
さ
ら

に
、
調
査
地
の
す
ぐ
西
を
南
流
す
る
現
在
の
菰
川
の
位
置
が
大
き
く
は
変

っ
て

(奈良)



い
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
今
回
出
上
し
た
木
筒
が
調
査
地
よ
り
西
側
で
廃
棄
さ

れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
木
簡
は
十
二
坪
、
あ
る
い
は
そ

の
東
側
の
十
三
坪
で
廃
棄
さ
れ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。　
一
方
、
Ｓ
Ｅ

一

〇
は
、
径
約

一
・
二
ｍ
、
深
さ
約

一
・
六
ｍ
の
掘
形
を
も
つ
井
戸
。
井
戸
枠
は

残
存
し
な
い
。
木
簡

一
点
と
と
も
に
、
土
器
編
年
の
平
城
官
Ш
期
に
相
当
す
る

土
器
が
出
上
し
た
。

な
お
、
今
回
の
調
査
で
出
上
し
た
他
の
遺
物
の
中
で
、
特
徴
的
な
も
の
と
し

て
、
三
彩
平
瓦
、
「
相
撲
所
」

「
相
撲
」
「
左
相
僕
」
「
左
士
」
「
上
番
」
な
ど
と

墨
書
さ
れ
た
土
器
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

二
条
大
路
北
側
薄
Ａ
区

ω
　
・
×
猪
宍

一
斗
二
升
」

。
×
十
月
　
　
　
　
」

②
　
・
×
□
□
三
呉
」

。
×
□
□
　
□
□
」

０

　

「
＜
備
中
國
英
賀
郡
禍
栗

一
斗
」

⑭
　
　
　
　
□
□
ロ

マ
日
Ш
　
　
　
□

天
日
日
□
十
月
十
四
日
　
　
　
」

０
　
・
請
　
布
七
段
　
　
買
錢
□
×

〔汁
力
〕

。
毛
付
衣
サ
果
直
□
　
□

〔弊
一弄
斡

〕

「
赤
穂
郡
大
原
×

・
＞
――
＞
■
　
　
回
十
　
　
■
□
□
□
□
」

（『
枷
）
×
ｗ∞
×
、
　
Ｏ
μΦ

（
Φ
時
）
×

〕
∞

×

］

Φ
Ｏ

×

］
Ｐ
Ｘ

¨

（
ド⇔〇
）
×
∞Ｏ
Ｘ
⇔　　〇∞Φ
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0)(6)

。□
回闘□
国□
□
□
　　□
□□
洞
＋
」　
（】Φ）ｘ（Φ）×伽
ｏ∞騨

¬

③
　
。
「
終
□
口
回
回

□
　
□
　
　
　
　
　
　
　
μゃ∞
ｘ
３
）益

需
牌

二
条
大
路
北
側
溝
Ｂ
区

⑨

　

「
文
選
巻
第
十

×

〔朽
己

⑩
　
。
「
＜
美
濃
國
武
義
郡
禰
□

×

名
＜
□
斗
　
　
□
□
七
年
×

〔天
平
ヵ
〕

ω
　
。
「
＜
遠
江
國
長
上
郡
克
塩
年
魚
三
斗
八
升

名
＜
　
　
　
　
　
　
天
平
十
年

⑭

　

備
前
國
□
×

①

　

□
□
□
田
□
□

⑭

　

拾
×

（ΦＯ
）
〉〈（
μ∞
）
Ｘ
∞　　〇∞
】

（Ｐ∽⇔）
×
中枷
×
釦

一二
」」

μ
∞
⇔
×
滓
Φ
×
ト

（『
Ｐ）
×
〕
ド
×
”

（Φ⇔
）
×
やヽ
×
ω

（⇔
ド）
×
μ∞
×
∞

（Ｐや⇔
）
×
中中
×
∞　　〇∞
岸

（『ヽ
）
×
中
Ｐ
Ｘ
伽　　Ｏ
μΦ



ω

　

「＜
山
マ
五
戸
貢
井
謄
＜
」

【井
手
力
〕

⑭
　
　
×
□
□
郷
物

マ
ロ
万
呂
□
×

９
　
・
×
□
□
□
御
司

。
×
□
継
謹
啓
□
麻
呂

【土ロ
カ
〕

⑬
　

・
×
□
塩
三
斗

×

。
×
□
専
回
□

×

⑩
　
。
「
＜
淡
路
國
津
名
郡
安
乎
郷
人
夫
顧
雌
輔
鞣
離
主一
癬
マ五
餅
輛
升
」

90

名
＜
合

一
俵
　
天
平
十
年
九
月

・
×
日
解
　
　
今
□
×

・
×
斗
　
　
　
七
日
×

（解］∞）
×
（μ∞
）
×
　ヽ　〇∞μ

〔海
力
〕
　

　

〔物
銭
力
〕

×
西
戸
ロ

マ
皆
万
養
□
□
×

（
μ］
〇
）
Ｘ
解Ｎ
Ｘ
卜
　
　
〇
∞
ド

（
〕

「
左
馬
寮

×
（∽］）
Ｘ
（μΦ）
×
∞　　〇滓Ｏ

・
＜
能
能
　
諸
諸
　
　
え
処
」

伶
ヤ②

目履

X畠粟寓×カ

Ｈ
『
〇
×
］
∞
×
∞
　
　
〇
∞
μ

（咆Φ
）
Ｘ
Ｐ卜
Ｘ
］　　〇∞
μ

（
μμヽ
）
Ｘ
∞Ｏ
Ｘ
∞　　〇∞
μ

（ヽ
〇
）
×
ド『
Ｘ
卜　　〇∞
μ

」

中
『
や

×

∞
］

×

ヽ

　

Ｏ
ω
∞

・
＜
　
　
□
□
　
天
天
　
」

井
戸
Ｓ
辺
【
Ｏ

働
　
。
「
越
一学剛
国
日
標
爺
響
賄
畔
里
」

名
庸
舟
木
マ
申
　
一ハ
斗
　
」

（μ『∞）
〉〈］伽
〉〈卜　　〇∞〕　　　　柄烈

μ
『
∞

×

中
学
Ｘ

ヽ

　

〇
〓

遠
江
、
備
中
、
淡
路
、
阿
波
な
ど
か
ら
の
貢
進
物
付
札
の
う
ち
年
紀
の
あ
る

も
の
は
、
い
ず
れ
も
天
平
十
年
の
も
の
。
ω
は
今
回
出
土
し
た
木
簡
の
う
ち
唯

一
官
司
名
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
他
に
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、
判
読
不
可

能
な
も
の
十
五
点
が
あ
る
。
な
お
、
木
簡
解
読
に
あ
た
っ
て
は
奈
良
国
立
文
化

財
研
究
所
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部
史
料
調
査
室
の
御
指
導
と
御
協
力
を
得
た
。

記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（西
崎
卓
哉
）

平城京二条二坊十二坪構配置図

二条大路北側濤



1982年出上の木簡

奈
良
・
藤
原
宮
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
縄
手
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年

（昭
５７
と

一
一月
を

一
九
八
三
年

（昭
５８
と
一月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
舟
藤
原
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
狩
野
　
久

５
　
遺
跡
の
種
類
　
宮
殿

。
官
衝
跡

６
　
連退
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末
ｉ
八
世
紀
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
八
二
年
度
は
官
の
西
北
隅
地
域
調
査

（第
三
六
次
）
に
お
い
て
三
点
の
木

簡
が
出
上
し
た
。
当
地
域
は
西
面
外
濠

・
大
垣

・
内
濠
と
、
北
面
外
濠

。
大
垣

。
内
濠
の
接
続
部
を
想
定
し
た
場
所
で
、
南
北
二
地
区
に
分
け
、
面
積

一
二
〇

〇
ド
を
調
査
し
た
。

北
区
で
は
西
面
外
濠
と
北
面
外
濠
、
お
よ
び
そ
の
交
点
、
井
戸
等
を
検
出
し

た
。
西
面
外
濠
は
北
流
す
る
素
掘
溝
で
、
こ
の
場
所
で
北
西
方
向

へ
流
路
を
変

え
て
宮
外

へ
流
れ
出
て
お
り
、
こ
の
付
近
で
は
遺
物
か
ら
み
る
と

一
三
世
紀
頃

ま
で
水
路
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
西
岸
は
完
掘
し
て
い
な
い
が
、
幅
約

一
七

ｍ
以
上
、
深
さ

一
・
六
ｍ
で
、
堆
積
層
は
三
層
あ
り
、
中

・
下
層
は
藤
原
官
期

か
ら
平
安
時
代
の
土
器
、
上
層
で
鎌
倉
時
代
の
上
器
が
出
土
し
た
。
木
簡
は
西

岸
付
近
の
溝
底
で
削
屑

一
点
が
出
上
し
た
が
、
「
丈
」
「
四
」
等
の
文
字
が
読
め

る
だ
け
の
断
片
で
あ
る
。
他
の
遺
物
と
し
て
は
、
瓦
類

・
陶
硯

・
土
馬

・
墨
書

土
器

。
帯
金
具
が
あ
る
。

北
面
外
濠
は
西
流
す
る
素
掘
濤
だ
が
、
合
流
点
直
前
の
一
六
ｍ
程
の
間
、　
一

旦
北

へ
約
四
ｍ
湾
曲
し
た
上
で
西
面
外
濠
の
屈
曲
郡
付
近
に
合
流
し
て
い
る
。

幅
約
七

・
五
ｍ
、
深
さ

一
・
五
ｍ
で
、
同
じ
く
三
層
に
分
か
れ
、
中

・
下
層
か

ら
奈
良
時
代
前
半
の
上
器
が
出
上
し
た
。
こ
の
濠
は
奈
良
時
代
前
半
頃
に
は
既

に
機
能
を
失
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
他
の
遺
物
と
し
て
は
、
中

・
下
層
か

ら
削
り
掛
け

。
簡
笥

・
陶
硯

。
土
馬

。
荻
字
を
記
し
た
墨
書
土
器

。
文
宇
を
記

さ
な
い
題
簸
等
が
出
土
し
た
。
井
戸
Ｓ
Ｅ
三
三
七
〇
は
隅
柱
を
建
て
る
方
形
横

板
組
だ
が
、
南
辺
横
板
は
省
略
し
て
い
る
。　
一
辺
○

・
八
ｍ
で
、
深
さ
は
一
・

Ｏ
ｍ
あ
り
、
奈
良
時
代
前
半
の
上
器
が
出
土
し
た
。

南
区
で
は
井
戸
Ｓ
Ｅ
三
四
〇
〇
と
河
川
流
路
を
検
出
し
た
が
、
大
部
分
が
河

川
流
路
と
な
っ
て
お
り
、
想
定
し
た
内
濠

。
大
垣
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
河

川
は
東
北
方
か
ら
の
主
流
路
Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇
と
南
方
か
ら
の
流
路
Ｓ
つ
三
四

一

一
が
合
流
し
、
西
方

へ
の
流
路
Ｓ
Ｄ
三
四
〇
八
と
な
る
。
最
大
幅
は
一
五
ｍ
近

く
、
深
さ
は
一
・
六
ｍ
あ
る
。
堆
積
層
は
大
き
く
二
層
に
分
か
れ
、
下
層
で
は

藤
原
官
期
か
ら

一
一
世
紀
の
、
上
層
で
は
一
三
世
紀
の
上
器
が
出
上
し
た
の
で
、

鎌
倉
時
代
ま
で
存
続
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
下
層
出
上
の
緑
釉
瓶
の
破

片
が
西
面
外
濠
Ｓ
Ｄ
二
六
〇
か
ら
も
出
土
し
た
の
で
、
こ
の
河
川
は
Ｓ
Ｄ
二
六

〇

へ
合
流
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
遺
物
は
土
器
の
ほ
か
、
瓦
類

・
陶
碗

・
土

馬

。
金
釦
製
蝶
番

・
鉄
製
鋤
先
等
が
あ
る
。
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1982年出上の木簡

井
戸
Ｓ
Ｅ
三
四
〇
〇
は
南
区
の
東
北
隅
に
あ
り
、
Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇
の
北
岸
に

接
し
て
い
る
が
、
Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇
の
岸
が

一
部
埋
没
し
た
あ
と
に
作
ら
れ
て
い

る
。
方
形
横
板
組
で
、　
一
辺
は
一
。
Ｏ
ｍ
、
四
隅
に
縦
方
向
に
溝
を
う
が

っ
た

柱
を
立
て
、
厚
い
板
を
落
し
こ
ん
で
お
り
、
現
状
で
五
段
、　
一
・
一
ｍ
分
が
残

存
し
て
い
る
。
埋
土
は
一
層
で
、
底
面
に
小
石
を
敷
く
。
こ
の
中
か
ら
後
述
の

木
筒
二
点
が
出
土
し
た
。
他
の
遺
物
と
し
て
は
削
り
掛
け

・
曲
物

・
櫛

。
上
器

・
富
寿
神
宝
が
出
上
し
た
。
井
戸
掘
形
か
ら
も
平
安
時
代
初
頭
の
上
器
片
が
出

上
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
井
戸
は
長
く
は
存
続
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
ゃ

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
　
（図
版
釈
文
参
照
）

②
　
。
「

六
年
±

一歿
に
昨
日
査

八
上
米

一
石
五
斗
穎
井
斥

同
年
十
二
月
十
八
日
京
上

〔
米
週
筋
□
穎
十
三
束

Ｈ
□
三
斗

直
稲
三
束

持
夫

一
人
功
食
三
束
』

駄
賃
廿
束

〔櫃
と

・
ス
下
端
部
）□
□
□

五

同
日
回
料
」

井
戸
出
上
の
二
点
と
も
例
の
少
な
い
大
型
の
木
簡
で
あ
る
が
、
出
土
状
況
か

ら
す
る
と
井
戸
の
廃
棄
の
際
、
他
の
遺
物
と
と
も
に
一
度
に
投
棄
さ
れ
た
も
の

と
み
ら
れ
る
。
①
に
は
弘
仁
元
年

（八
一
〇
）、
同
二
年
の
日
付
が
あ
り
、
②
に

は
年
号
が
な
く

「
六
年
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
弘
仁
六
年
で
あ
ろ
う
。
弘
仁
九

年
初
鋳
の
富
寿
神
宝
が
伴
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
投
棄
さ
れ
た
の
は

同
年
以
降
で
あ
る
と
み
ら
れ
、
ω
は
書
か
れ
て
か
ら
廃
棄
さ
れ
る
ま
で
少
な
く

と
も
七
、
八
年
は
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。
①
は
一
部
欠
損
し
て
い
る
が
、
原
形

が
わ
か
る
の
に
対
し
、
②
は
両
端
が
割
ら
れ
て
お
り
、
も
と
の
幅
は
不
明
で
あ

（別
筆
）璽旧
日
日
日
旧
日
‐‐

口

回
鋼
和

駄
賃
十
束

同
年
十
『‐一
一躍
抑
聴
唯
継
獅
粕
引
利
副
騨
｛
十
七
束
加
春
功

駄
〔賃咽
欽
□継
叩
瑚
哨
飼
回束

∞卜
〇
×
（伽
μ）
×
〇　　〇∞
Ｐ



る
。
ま
た
①
は
表
裏
両
面
に
比
較
的
整
然
と
記
載
す
る
の
に
対
し
、
②
は
表
面

だ
け
を
用
い
、
訂
正
、
抹
消
、
書
き
加
え
等
が
多
く
草
案
的
で
あ
る
が
、
合
点

を
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
単
な
る
下
書
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ω
の
裏

面
下
方
の

「在
奈
良
馬
船
…
」
の
左
側
は
ほ
ぼ

一
行
分
の
余
白
が
あ
る
が
、
こ

の
部
分
は
細
長
く
え
ぐ
れ
て
お
り
、
僅
か
に
墨
痕
も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
記

入
後
こ
の
部
分
だ
け
削
り
取

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
②
は
再
使
用
に
か
か
る

と
み
ら
れ
、
裏
面
下
端
に
墨
書
を
削

っ
た
際
の
削
り
残
り
の
文
字
が
薄
く
み
え

る
。
筆
跡
に
つ
い
て
は
、
①
は

「
使
石
川
魚
主
」
の
段
ま
で
と
、
弘
仁
元
年
十

月
二
十
六
日
条
以
下
一異
面
末
尾
ま
で
と
が
別
筆
で
あ
る
。
②
も
三
種
類
の
筆
跡

が
み
ら
れ
る
。
ω
と
②
と
の
間
に
は
同
筆
の
記
載
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
な
お

⑪
の
表
に
は
釈
文
に
示
し
た
よ
う
に
、
刻
界
線
に
よ
っ
て
段
を
分
け
て
い
る
箇

所
が
あ
る
。

①
の
記
載
内
容
は
、
あ
る
荘
の
弘
仁
元
年
の
獲
稲
数
を
記
し
、
続
け
て
そ
の

中
か
ら
の
種
々
の
支
出
を
詳
細
に
書
き
上
げ
て
い
る
。
支
出
の
日
付
は
十
月
二

十
六
日
、
十
二
月
二
十
五
日
、
翌
二
年
二
月
二
十
六
日
、
お
よ
び
月
不
明
の
二

十
日
で
、
い
ず
れ
も
月
末
近
く
で
あ
り
、
毎
月
の
支
出
を
ま
と
め
て
記
し
た
も

の
ら
し
い
。
最
後
の
月
は
記
載
中
に
二
月
の
日
付
が
あ
る
の
で
二
月
で
あ
ろ
う
。

こ
の
記
載
か
ら
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
弘
仁
元
年
は
三
町
六
段

一
二
〇
歩
の
荘
地
か
ら

一
五
〇
九
束
の
稲
を
得
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
稲
は
山
田

女
佃
、
九
海
福
万
呂
佃

・
地
子
田
、
そ
れ
に
判
続
で
き
な
い
が
も
う

一
種
の
田

地
か
ら
収
納
し
て
い
る
。
不
明
分
は
作
田
総
面
積
と
収
納
高
か
ら
す
る
と

一
二

○
歩
分

一
四
束
だ
け
と
な
る
。
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
荘
は
地
子
田
も
あ

る
が
大
部
分
が
佃
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
初
期
荘
園
の
佃
は
貞
観
十
八
年

（八

七
一Ｃ
　
の
近
江
国
依
智
荘
の
例
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
そ
れ
よ
り
か
な

り
早
い
例
で
あ
り
、
し
か
も
内
容
が
豊
富
で
佃
経
営
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

こ
の
山
田
女
と
福
万
呂
は
佃
の
経
営
の
請
負
者
と
考
え
ら
れ
、
稲
の
進
上
者
と

み
ら
れ
る
三
月
丸

。
弟
□

。
建
丸

・
浄
丸
ら
が
実
際
の
耕
作
者
で
あ
ろ
う
。
福

万
呂
も
進
上
者
の
中
に
い
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
そ
の
他
の
者
は
山
田
女
佃
の

耕
作
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
福
万
呂
は
自
ら
佃
耕

作
に
従
事
し
、
地
子
田
も
請
作
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
山
田
女
佃
か
ら
の
穫

稲
数
は
一
段
当
り
四
七

。
九
束
で
全
収
穫
量
と
み
ら
れ
、
地
子
田
の
地
子
は
佃

穫
稲
数
か
ら
算
出
す
る
と
、
公
田
地
子
と
同
じ
く
収
穫
量
の
ほ
ば
五
分
の
一
と

な
る
。
山
田
女
佃
は
二
町
六
段
と
大
き
い
が
、
こ
れ
は
不
明
分
の
一
二
〇
歩
を

加
え
る
と

「自
庄
造
」
の
面
積
に
一
致
す
る
の
で
、
山
田
女
は
荘
経
営
と
密
接

す
る
立
場
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。　
〓

一〇
歩
分
に
つ
い
て
も
別
記
さ
れ
て
い

る
理
由
は
不
明
だ
が
、
荘
の
直
接
的
管
轄
下
に
あ

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
佃
に

対
し
て
は
田
作
料

（営
料
）
が
支
払
わ
れ
て
い
る
が
、　
山
田
女
の
弘
仁
二
年
の

田
作
料
は
二
九
八
束
で
、
分
割
し
て
支
給
さ
れ
て
い
る
。
二
年
の
佃
も
元
年
と

同
面
積
だ
と
す
る
と

一
町
当
り

一
一
四

。
六
束
に
な
り
、
従
来
知
ら
れ
て
い
る

公
営
田
等
の
営
料
に
近
い
額
で
あ
る
。
福
万
呂
佃
の
田
作
料
は
元
年
十
二
月
に

三
〇
東
、
二
年
に
三
〇
束
下
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
分
割
し
て
支
払
わ
れ
た
ら

し
い
が
、　
一
年
分
が
六
〇
束
だ
と
す
る
と

一
町
当
り

一
五
〇
束
に
な
る
。
福
万
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呂
佃
営
料
が
か
な
り
高
い
が
、
こ
の
額
は

『延
喜
式
』
に
み
え
る
畿
内
官
田
の

営
種
料
に
例
が
あ
る
。
両
者
の
田
作
料
の
相
違
は
山
田
女
佃
が

「自
庄
造
」
で

あ
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
田
作
料
に
つ
づ
い
て
出
挙
の

記
載
が
あ
る
こ
と
は
、
本
来
こ
の
出
挙
が
種
子
農
料
と
し
て
の
も
の
で
あ

っ
た

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
出
挙
も
小
額
の
グ
ル
ー
プ
と
そ
れ
よ
り
額

の
大
き
い
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
お
り
、
前
者
は
佃
の
耕
作
者
と
共
通
す
る
者

が
い
る
の
に
対
し
、
後
者
は
福
万
呂
や
荘
使
ら
し
い
小
主
な
ど
や
や
有
力
な
者

が
い
る
。
義
倉
と
田
租
に
つ
い
て
も
納
入
の
際
の
状
況
が
知
ら
れ
興
味
深
い
が
、

ど
ち
ら
も
穀
化
作
業
に
女
性
が
当
り
、
稲

一
束
で
八
升
の
糊
穀
を
得
て
い
る
。

日
租
は
一
段
当
り

一
東
五
把
、
穀

一
斗
五
升
と
し
て
算
出
し
て
い
る
が
、
佃
分

か
ら
の
所
出
は
当
然
と
し
て
、
通
常
請
作
者
が
負
担
す
る
地
子
日

の
日
租

も

「
同
租
上
」

と
あ
る
よ
う
に
荘
側
か
ら
出
し
て
お
り
、　
し
か
も
田
租
の
二
割
を

定
免
す
る

「
二
不
得
八
」
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
佃
分
だ
け

で
、
地
子
田
に
は
適
用
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ

判
然
と
し
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
田
租
は
佃
分
の
八
割
三
石
六
斗
四
升
と
地

子
田
の
租
の
全
額
九
斗
の
合
計
を
進
納
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
荘
園
の
所
有
者
は
、
②
に
京
上
米
に
関
す
る
記
載
が
あ
り
、
①
に

「
京

持
行
人
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
平
安
京
居
住
者
と
思
わ
れ
る
が
、　
一
方
葛
木

寺
と
も
密
接
な
関
係
を
持

っ
て
い
る
ら
し
い
。
こ
の
当
時
葛
木
寺
は
、
奈
良
と

現
橿
原
市
和
田
付
近
の
両
方
に
あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
葛
木
寺
に
進
納
し

た
稲
に
つ
い
て
の
運
功
の
記
載
が
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
後
者
と
み
た
方
が
よ

い
か
も
し
れ
な
い
。

十
月
二
十
六
日
条
に
は

「
主
国
下
坐
御
波
多
古
入
自
米
五
斗
」
と
い
う
難
解

な
記
載
が
あ
る
が
、
「
波
多
古
」

は

「旅
籠
」
で
、
旅
行
の
時
多
く
使
用
さ
れ

る
食
料
等
を
入
れ
る
容
器
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
主
」

は
荘
園
主
と
考
え
る
の

が
自
然
で
あ
ろ
う
が
、
荘
園
主
が
大
和
国
下
向
の
際
に
必
要
と
し
た
白
米
五
斗

を
旅
籠
に
入
れ
て
進
上
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
荘
園
主
で
あ
れ

ば

「庄
下
坐
」
と
あ

っ
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
が

「
国
」
と
あ
る
の
は
漠
然
と

し
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
こ
の
主
を
国
守
と
み
て
、
国
守
着

任
の
時
の
供
給
の
自
米
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
因
み
に
大
同

工
（弘
仁
一死
）
年
九
月
十
日
に
坂
田
宿
祢
奈
瓜
麻
呂
が
大
和
守
と
な
っ
て
い
る
。

白
米
料
稲
の
と
こ
ろ
に
み
え
る
精
代
は
玄
米
を
自
米
に
精
製
す
る
際
の
減
少

分
の
代
米
で
あ
ろ
う
。
他
の
例
で
は
、
箸
日
は
白
米
な
が
ら
実
際
は
玄
米
に
精

代
を
加
え
て
進
納
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
こ
の
場
合
も
同

様
か
も
し
れ
な
い
。
奈
良
時
代
の
例
で
は
一
割
を
精
代
と
し
て
い
る
が
、
後
代

の
例
で
は
大
部
分
が
こ
の
木
簡
と
同
じ
く
三
割
を
計
上
し
て
い
る
。

正
月
二
十
六
日
条
で
は
収
納
の
箇
所
に
も
名
前
の
あ

っ
た
建
万
呂
が
種
々
の

物
を
奈
良
か
ら
官
所
荘

へ
車
で
運
搬
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
宮
所
荘

は
こ
れ
ま
で
未
見
の
荘
で
あ
る
。
こ
の
木
簡
で
は
自
荘
の
こ
と
は
単
に

「庄
」

と
記
し
て
い
る
の
で
宮
所
荘
は
一
応
別
の
荘
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
荘
佃
の
耕
作

者
と
み
ら
れ
る
建
万
呂
が
運
搬
し
て
い
る
こ
と
、
運
搬
物
の
購
入
費
、
運
搬
費

が
支
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同

一
の
荘
と
も
み
ら
れ
、
運
搬
先
と
い
う
こ



と
で
特
に
荘
名
を
書
い
た
と
と
も
見
得
る
。
な
お
藤
原
宮
大
極
殿
跡
の
東
南
約

五
〇
ｍ
の
と
こ
ろ
に

「
官
所

（
ヽヽヽ
ャ
ド
己
」
の
小
字
が
あ
る
。

こ
の
木
簡
に
続
い
て
以
後
の
支
出
を
記
し
た
木
簡
の
存
在
も
考
え
う
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
本
木
簡
が
十
月
の
収
納
か
ら
始

っ
て
、
年
を
わ
た
っ
て
二
月
の

田
作
料
等
の
下
行
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の

期
間
の
記
録
が
特
に
必
要
な
た
め
作
成
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
断
定

は
で
き
な
い
。
②
は
弘
仁
六
年
十
二
月
の
京
上
米
に
関
す
る
記
載
で
あ
る
が
、

墨
付
き
か
ら
み
て
左
右
に
さ
ら
に
記
載
が
続
い
て
い
た
は
ず
で
、
現
存
文
面
に

「
六
年
」
「
同
年
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
何
年
か
に
わ
た
る
記
載
で
は
な
か

っ
た
か
と
み
ら
れ
、
①
と
は
か
な
り
性
格
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

十
二
月
十
八
日
の
京
上
米
の
穎
稲
数
は

「加
春
功
」
と
あ
る
よ
う
に
香
功
を

加
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
京
上
米
に
つ
い
て
も
そ
の
東
数
か
ら
み
て
同
様

で
あ
ろ
う
。
こ
の
十
八
日
条
は
六
七
束
の
記
載
を
残
し
て
抹
消
し
、
稲
を
豊
村

官
に
送

っ
た
と
訂
正
し
て
い
る
。
豊
村
官
の
存
在
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
お
ら

ず
、
場
所
も
未
詳
で
あ
り
、
そ
こ
へ
稲
を
送

っ
た
理
由
も
不
明
で
あ
る
。

以
上
木
簡
記
載
の
一
部
に
か
れ
た
だ
け
だ
が
、
こ
の
二
点
の
木
筒
が
史
料
の

乏
し
か
っ
た
平
安
初
期
の
畿
内
荘
園
の
も
の
と
し
て
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
木
筒
は
井
戸
か
ら
出
上
し
た
が
、
こ
の
荘
は
井
戸
か
ら

そ
れ
ほ
ど
隔
た
ら
な
い
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
荘
所
も
こ

の
付
近
と
推
定
さ
れ
、
あ
る
い
は
井
戸
自
身
が
荘
所
の
施
設
の
一
つ
で
あ
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
藤
原
宮
廃
絶
後
平
安
時
代
の
初
め
頃
ま
で
に
は
官
跡

の
一
部
ま
た
は
近
辺
が
荘
園
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
こ
と
も
貴
重
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
飛
蔦
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
⑬
』

（
一
九
八
三
年
）

（加
藤
　
優
）

藤原宮木簡出土地点図

0文化財研究所調査
O奈 良 県 調 査
数字 :調査次数



1982年出土の木簡

奈
良
・
山
田
寺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
桜
井
市
山
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年

（昭
５７
）
五
月
？

一
九
八
三
年

（昭
５８
）
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
狩
野
　
久

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
七
世
紀
イ

一
三
世
紀

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
は
東
回
廊
を
含
む
地
域
で
、
金
堂
の
東
の
北
区
と
塔
の
東
の
南
区
の
二

カ
所
に
分
け
て
行
な
っ
た

（第
四
次
調
査
）。
面
積
は
六
〇
〇
∬
で
あ
る
。

北
区
で
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
七
世
紀
代
で
は
、
東
回
廊
Ｓ
Ｃ
〇
六
、
回

廊
東
側
の
南
北
塀
Ｓ
Ａ
五
〇
〇
、
基
幹
排
水
路
の
素
掘
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
と

石
組
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
五
三

一
、
土
羨
、
八
世
紀
代
で
は
東
西
塀
Ｓ
Ａ
五
〇
五
、
土

頻
、
瓦
敷
、
平
安
時
代
の
も
の
で
は
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
五
〇

一
、
瓦
敷
、
南
北

溝
Ｓ
Ｄ
五
五
二
、
土
羨
等
が
あ
る
。
木
衝
は
石
組
南
北
溝
か
ら
二
点
、
包
合
層

中
か
ら

一
点
出
土
し
た
。

東
回
廊
Ｓ
Ｃ
〇
六
は
三
間
分
を
検
出
し
た
が
、
版
築
基
壇
と
東
側
縁
石
、
礎

石
の
は
か
、
地
覆
石
や
地
覆
の
一
部
が
残
存
し
、
そ
の
上
に
大
量
の
瓦
が
堆
積

し
て
い
た
。

南
北
塀
Ｓ
Ａ
五
〇
〇
は
回
廊
の
東
約

一
七
ｍ
の
位
置
に
あ
り
、
寺
地
の
東
部

を
仕
切
る
施
設
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
は
Ｓ
Ａ
五
〇
〇

の
東
四

・
二
ｍ
の
位
置
に
あ
り
、
幅

一
ｍ
、
深
さ
○

。
六
ｍ
で
、
南
流
す
る
。

石
組
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
五
三

一
は
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
の
東
半
に
重
複
し
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
の

堆
積
層
を
掘
り
こ
ん
で
作
ら
れ
て
お
り
、
南
流
す
る
。
幅
○

。
九
ｍ
、
深
さ
○

・
二
ｍ
で
、
東
側
壁
は
玉
石
を
ニ
イ
三
段
に
積
み
、
西
壁
は
一
段
だ
け
積
ん
で

い
る
。
堆
積
層
は
上
下
三
層
に
分
か
れ
、
七
世
紀
中
頃
か
ら
八
世
紀
前
半
の
上

器
が
出
上
し
、
加
工
木
片
屑
も
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
木
簡
は
上
下
各
層
か
ら

一
点
ず
つ
出
土
し
た
が
、
上
層
出
土
の
も
の
は
墨
痕
の
み
の
断
片
で
あ
る
。
両

溝
の
関
係
は
、
ま
ず
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
が
七
世
紀
中
頃
に
作
ら
れ
、
七
世
紀
後
半
に

Ｓ
Ｄ
五
三

一
に
つ
け
替
え
ら
れ
、
八
世
紀
中
頃
に
は
、
Ｓ
Ｄ
五
三

一
～
埋
没
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

東
西
掘
立
柱
塀
Ｓ
Ａ
五
〇
五
は
北
区
調
査
区
南
端
に
あ
り
Ｓ
Ａ
五
〇
〇
の
す

ぐ
東
か
ら
調
査
区
東
端
ま
で
で

一
三
間
分
を
検
出
し
た
。
重
複
の
状
況
か
ら
Ｓ

Ｄ
五
三

一
よ
り
新
し
い
。
ま
た
Ｓ
Ａ
五
〇
五
を
西
へ
仲
ば
す
と
金
堂
心
と
ほ
ば

一
致
す
る
の
で
、
寺
域
の
東
半
部
を
南
北
に
三
分
す
る
施
設
と
推
定
さ
れ
る
。

掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
五
〇

一
は
調
査
区
東
半
部
に
あ
る
一
間
×
二
間
以
上
の
東

西
棟
で
あ
る
。
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
五
五
二
は
回
廊
の
す
ぐ
東
に
あ
る
素
掘
溝
で
あ
る
。

他
の
木
衛

一
点
は
、
Ｓ
Ｄ
五
三

一
の
東
側
北
方
で
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌

倉
時
代
に
か
け
て
の
上
器
を
含
む
、
回
廊
倒
壊
後
の
上
層
中
か
ら
出
上
し
た
。

南
区
で
は
東
回
廊
二
間
分
を
検
出
し
た
が
、
回
廊
建
物
の
東
側
柱
列
そ
の
も



の
が
西
方

へ
倒
壊
し
た
ま
ま
の
状
態
で
残
存
し
て
お
り
、
多
く
の
部
材
や
壁
な

ど
を
検
出
し
た
。
倒
壊
の
時
期
は
出
土
土
器
か
ら

一
〇
世
紀
末
と
推
定
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

石
組
溝
Ｓ
Ｄ
五
二
一

⑪
　
。
□
　
和
□
　
　
　
　
□
□
□
　
口
回
×

□
　
　
　
□

　

□
負
臨

□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（側
面
）
　
　
　
（重
∀
（牌伽ｙ
∞
μ
霊

鯛
網
蒔
　
（題
簸
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｎ中）×
やμｘ
∞　
Φωμ

①
は
側
面
に
僅
か
に
墨
痕
が
み
え
る
が
、
墨
書
の
あ
る
厚
板
を
割

っ
て
木
簡

を
作
製
し
た
の
か
、
側
面
に
偶
然
墨
が
つ
い
た
の
か
判
断
で
き
な
い
。
負
返
は

正
倉
院
文
書
等
に
よ
る
と
背
負

っ
て
運
べ
る
形
の
カ
メ
の
よ
う
で
、
酒
を
入
れ

た
例
が
あ
る
。

②
の
寺
名
は
残
画
か
ら
み
る
と
山
田
寺
や
浄
土
寺
に
は
な
ら
な
い
よ
う
で
あ

る
。
経
論
司
は
経
蔵
の
出
納
管
理
を
す
る
職
掌
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
飛
鳥
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
①
』

（
一
九
八
三
年
）

同

『
飛
蔦

・
藤
原
官
発
掘
調
査
概
報
１３
』
全

九
八
三
年
）

（加
藤
　
優
）

(2)畏
尉

層 .

山田寺第 4次調査地北区遺構配置図



あ

い
つ
ぐ
墨
書
土
器

の
出
土

―
―
静
岡
県
坂
尻
遺
跡
―
―

静
岡
県
袋
井
市
に
あ
る
坂
尻
遺
跡
で
は
国
道

一
号
線
袋
井
バ
イ
パ
ス
の

建
設
工
事
の
事
前
調
査
と
し
て
、　
一
九
八
〇
年

一
二
月
か
ら
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
て
お
り
、
本
誌
第
四
号
に
掲
載
さ
れ
た
木
簡
の
他
に
も
、
墨
書
土

器
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。
八
二
年
三
月
に
公
刊
さ
れ
た
同
遺
跡
の
発
掘

調
査
概
報
に
よ
る
と
二
〇
〇
点
余
を
こ
す
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

同
概
報
に
は
二
〇
〇
点
余
の
墨
書
土
器
の
釈
文
と
、
代
表
的
な
も
の
の
釈

文
と
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
墨
書
中
に
は

「
東
京
」
「
玉
郷
長
」
「駅
子
」

「
千
山
」
「竹
寸
家
」
等
が
み
え
る
。

・
文
献

『
昭
和
５６
年
度

一
般
国
道

一
号
袋
井
バ
イ
パ
ス

（袋
井
地
区
）

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報
―
―
坂
尻
遺
跡
第
二
次
調
査
―
―
』

編
集
　
浜
松
市
中
沢
町

一
十

一　

袋
井
市
教
育
委
員
会



京
都
・
長
岡
京
跡
閉

１
　
所
在
地
　
　
　
一八
都
府
長
岡
京
市
神
足
三
丁
目
二
〇
二
十

一

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年

（昭
５７
）
六
月
ぞ
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
長
岡
京
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
岩
崎
　
誠

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

（
八
世
紀
末
）

７
　
迫退
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
は
、
共
同
住
宅
建
設
に
伴
い
、
長
岡
京
跡
右
京
第

一
〇
二
次

（
７
Ａ

Ｎ
Ｍ
Ｍ
Ｋ
地
区
）
調
査
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

当
調
査
地
は
、
平
城
京
型
条

坊
復
元
で
は
、
右
京
六
条
二
坊

四
町
に
あ
た
る
。
こ
の
調
査
地

に
お
い
て
、
東
西
方
向
の
溝
二

本
が
検
出
さ
れ
た
。　
一
方
の
溝

（
Ｓ
Ｄ
一
〇
二
〇
一０

は
、　
平
安

京
期
の
遺
物
を
出
上
し
、
他
方

（
Ｓ
Ｄ
一
〇
二
〇

こ

は
、
　
長
岡

京
期
の
遺
物
を
出
土
し
た
。



1982年出上の木簡

溝
Ｓ
Ｄ

一
〇
二
〇

一
は
、
幅
約
二
ｍ
、
深
さ
約
○

・
八
ｍ
で
、
長
さ
約
五
ｍ

ま
で
確
認
で
き
た
。
埋
土
は
、
有
機
質
の
黒
色
粘
質
上
で
、
遺
物
か
ら
、
短
期

間
の
堆
積
と
考
え
ら
れ
る
。
当
溝
か
ら
は
、
本
報
告
の
木
筒
の
他
、
人
形
、　
ハ

ン
、
櫛
、
木
製
皿
等
の
木
製
品
や
、
須
恵
器
、
土
師
器
の
上
器
類
、
布
切
れ
、

わ
ら
じ
等
が
出
土
し
た
。
中
で
も
興
味
を
引
く
も
の
と
し
て
、
墨
書
土
器
が
あ

る
。
墨
書
土
器
は
、
全
て
土
師
器
で
、
皿
、
婉
類
の
底
部
外
面
に

「
ご

と
書

か
れ
た
も
の
が
四
点
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
物
か
ら
、
長
岡
京
に
関
係
す
る
こ
と

は
確
実
と
思
わ
れ
る
。
溝
の
性
格
は
、
そ
の
検
出
位
置
か
ら
推
し
て
、
六
条
大

路
北
側
溝
か
、
六
条
二
坊
四
町
内
の
地
割
溝
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
ｏ
「
＜
自
司
進
国

×

名
＜
三
年
十
二
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

溢
聟
伽
ｏ毬

〔
一
月
ヵ
〕

□
□
」

×
□

　

」

⑪
は
下
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
「
司
自
り
進
む
」

と
読
め
る
。
何
の
司
か
が

不
明
で
あ
る
が
、
西
市
の
司
を
想
定
す
る
の
は
、
冒
険
で
あ
ろ
う
か
。
も
う

一

面
は
三
年
十
二
月
と
読
め
る
。
こ
れ
を
延
暦
三
年

（七
八
四
）
と
す
れ
ば
、
長
岡

遷
都
の
一
ケ
月
後
で
あ
り
、
遷
都
直
後
に
、
六
条
二
坊
四
町
付
近
に
所
在
し
た

官
司
が
、
そ
の
役
割
を
十
分
果
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
う
。
ま
た
、
⑪
の
木
簡

に
見
ら
れ
る
切
り
込
み
に
は
、
繊
維
状
の
も
の
が
付
着
し
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

岩
崎
誠

「右
京
第

一
〇
二
次

（
７
Ａ
Ｎ
Ｍ
Ｍ
Ｋ
地
区
）
調
査
略
報
」
（長
岡
京
市

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『
長
岡
京
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
年
報
』
一
九
八
三
年
）

（岩
崎
　
誠
）

(2)

（
μＯ
Ｏ
）
×
〕∞
×
⇔　
　
Ｏ
ＰＯ

0                5cm

揃

掘

４
ф
韓，
踊
峯
百
尋
す
ぎ
Ｌ
〒
▼
一



京
都
・
長
岡
京
跡
団

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
府
長
岡
京
市
久
貝
二
丁
目
二
一
一
他

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年

（昭
５７
）
四
月
ｉ
五
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
長
岡
京
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
岩
崎
　
誠

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

（八
世
紀
末
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
は
、
宅
地
開
発
に
伴
い
、
長
岡
京
跡
右
京
第
九
四
次
（７
Ａ
Ｎ
Ｑ
Ｕ
Ｄ

地
区
）
調
査
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。　
平
城
京
型
条
坊
復
元
で
は
、
右

京
八
条

一
坊
九

。
十
六
町
に
あ

た
る
。
調
査
地
は
東
部
と
西
部

に
分
か
れ
て
い
る
。

こ
の
調
査
で
は
東
部
に
長
岡

京
期
の
柵
列
と
掘
立
柱
建
物
が

帥
検
出
さ
れ
た
。
西
部
に
は河
川

細

流
路

（
ｓ
Ｄ
九
四
〇
八
）
が
検
出

鯨
さ
れ
た
。
こ
の
流
路
は
、
幅
約

七
ｍ
、
深
さ
約
○

。
六
ｍ
で
、

長
さ
二
三
ｍ
ま
で
検
出
し
た
。
こ
の
流
路
に
は
、
外
生
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
ま

で
の
包
含
層
が
認
め
ら
れ
た
。
長
岡
京
期
の
遺
物
包
含
層
中
に
は
、
休
簡
や
ヘ

ラ
状
木
製
品
の
他
、
須
恵
器
、
土
師
器
が
少
量
出
土
し
た
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

×
□
□
□
　
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ΦΦｙ
ｅ

滋

ｏ‘

墨
書
の
面
は
、
刀
子
に
よ
る
削
り
跡
を
明
瞭
に
残
す
。
上
部
が
最
も
薄
く
、

下
末
端
が
最
も
厚
い
。
数
度
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

上
端
が
欠
損
し
、
綻
に
も
半
我
さ
れ
て
い
る
た
め
、
文
字
は
判
読
で
き
な
い
。

し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
長
岡
京
内
で
は
木
筒
発
見
地
の
最
南
端
で
あ
り
、
右

京
八
条

一
坊
十
六
町
近
辺
の
土
地
利
用
を
推
測
す
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

岩
崎
誠

「
長
岡
京
跡
右
京
第
９４
次

（７
Ａ
Ｎ
Ｑ
Ｕ
Ｄ
地
区
）
調
査
概
要
」
（長
岡

京
市
教
育
委
員
会

『長
岡
京
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第

一
一
冊
一
九
八
三
年
）
（岩
崎
　
誠
）



1982年出上の木簡

静
岡

・
泥
？
丁
遠逗
駄
婢
（国
鉄
浜
松
工
場
内
）

１
　
所
在
地
　
　
　
浜
松
市
南
伊
場
町
四
丁
目

（小
学
梶
子
）

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年

（昭
５７
）
五
月
を

一
二
月

３
　
調
査
機
関
　
　
浜
松
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
漆
畑
　
敏

。
太
田
好
治

５
　
遺
跡
の
種
類
　
郡
衝
跡
？

６
　
迫退
跡
の
時
代
　
奈
良
時
代

（八
世
紀
後
半
）

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
点
は
、
国
鉄
浜
松
工
場
敷
地
内
に
あ
り
、
従
来
よ
り
工
場
内
遺
跡
と

呼
ば
れ
て
い
た
範
囲
の
北
西
隅
の
梶
子
と
い
う
地
点
に
あ
た
る
。
南

へ
三
〇
〇

ｍ
の
所
に
は
、
具
注

暦

木
簡

（天
晋
死
年
？
し

や
唐
三
彩
の
陶

枕
を
出
土
し
た
城
山
遺
跡
が
あ

り
、
南
東
に
は
、
伊
場
遺
跡
が

隣
接
し
て
立
地
す
る
。

梶
子
遺
跡
は
、
堤
列
間
湿
地

内
の
微
高
地

（標
高
約
○
・八
ｍ
）

に
、
営
ま
れ
た
も
の
と
推
定
さ

れ
る
。
今
回
の
調
査
は
、
工
場

内
遺
跡
に
新
設
さ
れ
る
建
物
の
範
囲

（
一
七
七
四
２じ

に
限
ら
れ
、
遺
跡
全
体
を

調
査
し
た
も
の
で
は
な
い
。
調
査
区
が
微
高
地
の
縁
辺
部
に
あ

っ
た
た

め
、

″居
住
地
″
（微
高
地
）
は
、
幅
約

一
〇
ｍ
、
長
さ
約
五
〇
ｍ
を
検
出
し
た
に
過

ぎ
な
い
。
こ
の
微
高
地
上
の
平
坦
面
で
、
掘
立
柱
遺
構
の
柱
穴
と
推
定
さ
れ
る

小
穴
を
、
約
二
〇
個
所
検
出
し
た
。
し
か
し
、
遺
構
検
出
面
が
幅

一
〇
ｍ
と
狭

い
こ
と
も
あ

っ
て
、
掘
立
柱
遺
構
と
断
定
で
き
る
小
穴
群
は
、
抽
出
で
き
な
か

っ
た
。

こ
の
段
丘
状
微
高
地
の
縁
に
沿
う
よ
う
に
、
幅
約

一
ｍ
、
深
さ
○

・
五
ｍ
程

の
小
溝
が
二
条
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
内
側
の
溝

（微
高
地
寄
り
）
に
は
、

杭
列
や
、
小
規
模
で
は
あ
る
が
、
只
塚
な
ど
が
検
出
さ
れ

「生
活
」
の
痕
跡
が

窺
え
た
。
木
簡
は
こ
の
小
溝
の
覆
土
中
よ
り
発
見
さ
れ
た
。
溝
底
面
か
ら
は
、

古
墳
時
代
終
末
期

（七
世
紀
後
半
）
の
須
恵
器
が
出
土
し
、
溝
の
初
期
の
も
の
と

考
え
て
い
る
。
貝
塚
は
、
溝
の
上
層
部
で
検
出
さ
れ
、
周
辺
か
ら
出
上
し
た
須

恵
器
の
年
代
か
ら
八
世
紀
中
葉
か
ら
後
葉
に
か
け
て
形
成
さ
れ
た
貝
塚
と
考
え

ら
れ
る
。
溝
の
幅
も
狭
く
、
浅
い
た
め
、
溝
覆
上
の
分
層
に
、
や
や
疑
点
が
残

る
が
、
こ
れ
ら
木
簡
も
貝
塚
形
成
期
と
同
時
期
の
も
の
と
考
え
て
い
る
。
他
に

遺
物
と
し
て
は
、
曲
物
、
馬
形
、
舟
形
、
陶
馬
、
手
捏
土
器
等
が
出
上
し
て
い
る
。

今
回
は
、
段
丘
状
徴
高
地
の
縁
辺
部
を
、
僅
か
に
調
査
し
た
だ
け
で
あ
る
。

し
か
し
遺
跡
の
中
心
部
と
考
え
ら
れ
る
。
調
査
区
の
南
側
は
、
伊
場
遺
跡
か
ら

西
方

へ
続
く
で
あ
ろ
う

「大
溝
」
を
介
し
て
、
城
山
遺
跡

（遠
江
国
敷
智
郡
衡
跡

？
）
の
対
岸
に
あ
た
る
位
置
と
な
る
。　
し
た
が

っ
て
立
地
と
し
て
は
、
城
山
遺

(浜松 2万 5千分の 1)



跡
と
有
機
的
な
関
係
も
想
定
さ
せ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

出
土
点
数
が
少
な
い
こ
と
や

（③
ω
は
、
同
一
個
体
と
思
わ
れ
る
）
判
読
出
来
な

い
部
分
が
多
く
、
直
接
年
紀
の
知
れ
る
部
分
も
な
い
点
な
ど
、
木
簡
か
ら
こ
の

遺
構
や
遺
跡
の
性
格
を
知
り
得
る
も
の
で
は
な
い
。

⑪

　

「
□

×
□
万
呂
日
Ｈ
日
国
　
　
」
　

　

　

　

　

μ”受
μマ
伽
Ξ

②

　

一
剛
配
宗
我

マ
薬
師
　
」
　

　

　

　

　

　

　

　

μＮ聟
や宴
⇔
目

③

　

×
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

通
ダ
ｏ
霞

⑭
　
×□
□
廣
万
呂
□〔卜
臣
ヵ〕

か
μ∞］
）
×
］釦
Ｘ
ω

（漆
畑

敏 自



1982年出上の木簡

滋
賀
・
野
畑
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
大
津
市
野
郷
原
二
丁
目

・
瀬
田
三
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年

（昭
５７
）

一
一
月
ｉ

一
九
八
三
年
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
滋
賀
県
教
育
委
員
会

・
側
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
林
　
博
通

。
三
宅
　
弘

５
　
遠退
跡
の
種
類
　
集
落

。
官
衛
跡

６
　
迫退
跡
の
時
代
　
五
世
紀
中
葉
ｉ

一
一
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

近
江
国
庁
の
南
西
約

一
節
、
堂
ノ
上
遺
跡
の
南
約
四
Ｏ
Ｏ

ｍ
の
東
西
に
延
び

る
低
丘
陵
上
に
あ
る
。
南
北
約

一
八
〇

ｍ
、
東
西
約
六
〇
Ｏ

ｍ
に
わ
た
る
広
大

な
遺
跡
で
、　
一
九
八

一
年
の
そ

の
西
端
部
で
の
調
査
で
は
五
世

紀
中
棄
ｉ
六
世
紀
初
頭
の
竪
穴

住
居
群
か
ら
な
る
集
落
跡
、
八

世
紀
前
葉
―
九
世
紀
の
、
建
物

調
方
位
が
近
江
国
庁
や
堂
ノ
上
遺

陳
跡
の
主
要
建
物
と
同

一
方
位
を

芝口僚

も
つ
掘
立
柱
建
物
群
や
整
斉
な

横
板
組
の
井
戸
枠
を
持
ち
、
木

沓
や
斎
串
な
ど
を
出
土
す
る
井
戸
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
遺
跡
は
方
八
町

な
い
し
九
町
の
国
府
域
外
に
あ
る
が
、
近
江
国
庁
と
密
接
に
関
連
し
た
官
衝
跡

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

本
調
査
は
遺
跡
の
東
端
部
の
調
査
で
、
中
央
に
川
跡
を
は
さ
ん
だ
両
側
に
掘

立
柱
建
物
群
や
井
戸
、
瓦
窯
、
溝
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
奈
良
と
平

安
時
代
の
遺
構
で
、
掘
立
柱
建
物
の
多
く
は
近
江
国
庁
や
堂
ノ
上
遺
跡
の
主
要

建
物
の
方
位
と
ほ
ば
同
じ
で
、
こ
れ
ら
と

一
連
の
官
衝
と
理
解
さ
れ
る
。
瓦
窯

は
近
江
国
庁
や
周
辺
の
官
行

・
寺
院
で
用
い
ら
れ
る
流
雲
文
系
軒
瓦
を
焼
成
し

た
平
窯
で
、
こ
の
一
画
は
工
房
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
か
と
思
わ
れ
る
。
井
戸

は
四
基
あ
り
、
い
ず
れ
も
整
然
と
し
た
横
板
組
の
井
戸
枠
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

木
簡
は
こ
の
う
ち
の
一
つ
の
井
戸

（四
号
井
戸
）
か
ら

一
点
出
土
し
た
も
の
で
、

斎
串
、
刀
子
型
製
品
、
土
馬
、
和
同
開
弥
、
万
年
通
宝
な
ど
を
伴
出
し
、
八
世

紀
後
半
の
時
期
が
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

短
冊
型
の
木
簡
の
下
半
部
で
、
中
央
部
近
く
に
横
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
人

為
的
に
折

っ
て
い
る
。
片
面
に
墨
痕
は
何
箇
所
か
認
め
ら
れ
る
が
、
判
読
は
で

き
な
い
。
下
端
は
圭
顕
状
に
切

っ
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

林
博
通

・
栗
本
政
志

「
近
江
国
府
関
連
官
衛
跡
の
調
査
―
大
津
市
瀬
田
野
畑

遺
跡
の
調
査
概
要
―
」
Ｑ
古
代
文
化
』
第
三
五
巻
第
一
号
　
一
九
八
三
年
）（林
　
博
通
）



滋
賀
・
穴
太
遺
跡

ｉ
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
大
津
市
下
坂
本

一
丁
目

・
唐
崎
四
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年

（昭
５７
）
五
月
を

一
九
八
三
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
滋
賀
県
薮
育
委
員
会

。
回
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
林
　
博
通

。
吉
谷
芳
幸

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院

・
官
衝

・
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
時
代
　
縄
文
後
期
ｉ
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

穴
太
遺
跡
は
比
叡
山
麓
か
ら
琵
琶
湖
に
か
け
て
広
が
る
大
津
北
郊
の
扇
状
地

の

一
画
に
あ
り
、
縄
文
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
わ
た
る
広
大
な
複
合
遺
跡
で
あ

る
。
こ
の
地
は
景
行

・
成
務
天

皇
の
高
穴
穂
宮
の
伝
承
地
で
あ

り
、
『
延
喜
式
』

記
載
の
北
陸

道
第

一
の
駅
で
あ
る
穴
太
駅
家

推
定
地
で
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で

の
調
査
で
、
扇
状
地
の
中
央
付

近
か
ら
は
自
鳳
期
の
寺
能
の
一

郭
と
瓦
窯

一
基
、
古
墳
時
代
の

方
形
周
溝
墓
、
竪
穴
住
居
跡
な

ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
遺
跡
を
縦
断
す
る
形
に
国
道

一
六

一
号

バ
イ
パ

ス
建
設
が
計
画
さ
れ
、
前
年
度
か
ら
本
格
調
査
を
始
め
た
が
、
当
該
地
は
遺
跡

の
東
北
端
、
扇
状
地
の
裾
部
に
当
る
。
こ
の
調
査
区
で
は
地
表
下
四
ｉ
四

・
五

ｍ
に
縄
文
後

。
晩
期
の
遺
構
面
、
三

・
五
ｉ
四
ｍ
に
六
世
紀
末
？
七
世
紀
中
頃

の
遺
構
面
が
認
め
ら
れ
、
当
時
の
湖
岸
に
近
い
低
湿
地
に
営
ま
れ
た
集
落
跡
と

解
さ
れ
る
。

木
簡
の
出
土
し
た
の
は
上
か
ら
第
三
層
目
の
六
世
紀
末
を
七
世
紀
初
頭
の
面

で
、
集
落
内
に
設
け
ら
れ
た
小
さ
な
浅
い
溝
か
ら
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
集
落
は

そ
の
北
端
を
素
掘
り
の
溝
で
画
し
、
そ
の
内
側
に
柵
を
め
ぐ
ら
し
、
さ
ら
に
そ

の
内
側
に
建
物
を
配
し
て
い
る
が
、
柵
に
沿

っ
た
空
間
地
に
は
桃
の
木
が
植
栽

さ
れ
て
い
る
。
建
物
の
大
半
は
掘
立
柱
建
物
で
あ
る
が
、
中
に
礎
石
建
ち
建
物
、

そ
れ
を
建
て
替
え
た
土
台
建
ち
建
物
、
切
妻
大
壁
造
り
住
居
な
ど
特
異
な
建
物

が
混
じ
て
い
る
。
切
妻
大
壁
造
り
住
居
は
幅
約

一
ｍ
の
溝
を

一
辺
八
ｍ
前
後
の

方
形
に
め
ぐ
ら
し
、
そ
の
溝
底
に
三
〇
ｉ
五
〇
伽
間
隔
で
間
柱
を
配
し
、
向
き

合
う
二
辺
の
中
央
に
一
ま
わ
り
大
き
な
棟
持
ち
柱
二
本
を
深
く
立
て
、
そ
の
後

す
ぐ
溝
を
埋
め
、
土
壁
を
四
面
に
め
ぐ
ら
せ
た
家
で
あ
る
。　
一
辺
の
中
央
に
は

入
口
を
設
け
、
床
に
は
粘
土
を
敷
い
て
土
間
と
し
て
い
る
。
こ
の
建
物
の
構
造

や
礎
石
を
用
い
た
建
物
の
存
在
、
こ
の
遺
跡
の
す
ぐ
山
手
に
あ
る
横
穴
式
石
室

の
構
造
な
ど
か
ら
渡
来
系
集
団
に
か
か
わ
る
集
落
か
と
み
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

。
□
　
□
□

(京都東北部)



1982年出上の木簡

・
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表
面
の
第
二
字
は

「
十
」
冠
の
文
字
と
み
ら
れ
る
。
表
裏
と
も
墨
痕
は
認
め

ら
れ
る
が
判
読
は
で
き
な
い
。
木
衝
の
一
側
辺
の
一
部
は
欠
損
し
て
い
る
。
下

半
は
一
方
か
ら
切
り
込
ん
で
幅
を
せ
ば
め
、
さ
ら
に
先
端
を
二
次
的
に
削

っ
て

と
が
ら
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
央
近
く
に
は
一
孔
を
穿

っ
て
い
る
。

本
木
簡
は
判
読
は
で
き
な
い
も
の
の
六
世
紀
末
？
七
世
紀
初
頭
の
も
の
で
、

木
簡
と
し
て
は
最
も
古
い
事
例
に
属
し
、
し
か
も
、
集
落
跡
か
ら
出
上
し
た
点

が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
集
落
を
特
異
な
建
物
を
も
つ
集
落
、
す

な
わ
ち
、
渡
来
系
集
団
の
集
落
と
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
木
簡
の
存

在
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

（林
　
博
通
）



1982年出上の木簡

大
阪
府
立
泉
北
考
古
資
料
館

『
記
さ
れ
た
世
界
展
』
の
紹
介

一
九
八
三
年
六
月
七
日
か
ら
九
月
二
五
日
に
か
け
て
大
阪
府
立
泉
北
考

古
資
料
館
に
お
い
て

「
記
さ
れ
た
世
界
―
―
大
阪
府
下
出
上
の
墨
書
土
器

文
字
瓦
と
木
簡
展
―
―
」
が
開
か
れ
た
。
副
題
に
あ
る
よ
う
に
大
阪
府
出

土
の
墨
書
土
器

・
文
字
瓦

。
木
簡
が

一
堂
に
集
め
ら
れ
、
興
味
つ
き
な
い

展
示
で
あ

っ
た
。

同
展
の
概
要
を
紹
介
し
た

「
泉
北

考
古
資
料
館

だ

よ

り
」

一
六
号
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。



『
平
城
官
出
土
墨
書
土
器
集
成
Ｉ
』奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
が
行

っ
て
き
た
平
城
官
跡
の
発
掘
調
査
に
お

い
て
発
見
さ
れ
た
墨
書
土
器
の
集
成
で
あ
る
。
現
在
ま
で
出
土
し
た
約
二

〇
〇
〇
点
ち
か
い
墨
書
の
う
ち
、　
一
九
七
六
年
度
ま
で
に
み
つ
か
っ
た

一

〇
七
〇
点
の
釈
文
と
図
版
と
を
収
録
し
て
お
り
、
釈
文
と
コ
ロ
タ
イ
プ
写

真
と
を
対
応
さ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

発
行
所
　
一八
都
市
下
京
区
油
小
路
通
綾
小
路
下
ル
　
〕県
陽
社

頒
価
四
〇
〇
〇
円



鹿
の
子
Ｃ
遺
跡
の
調
査
報
告
書
公
刊
さ
れ
る

多
数
の
漆
紙
文
書
が
み
つ
か
っ
て
、
古
代
史
研
究
者
の
注
目
を
あ
つ
め

た
鹿
の
子
Ｃ
遺
跡
の
発
掘
調
査
報
告
書
が
、
財
団
法
人
茨
城
県
教
育
財
団

か
ら
四
分
冊
の
大
部
の
書
物
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
。
漆
紙
文
書
に
つ
い
て

は
本
文
編
と
図
版
編
の
二
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

『
鹿
子
Ｃ
遺
跡
』
（茨
木
県
教
育
財
団
文
化
財
調
査
報
告
第
２０
集
）

遺
構

。
遺
物
編

（上

・
下
）
・
漆
紙
文
書
本
文
編

・
漆
紙
文
書
図
版
編

発
行
所
　
水
戸
市
南
町
三
丁
目
四
番
五
七
号
　
茨
城
県
教
育
財
団



丘奮
・
出
合
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
神
戸
市
西
区
玉
津
町
出
合

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
七
七
年

（昭
５２
）
四
月
を
現
在

３
　
発
掘
機
関
　
　
瀬
戸
内
考
古
学
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
鎌
木
義
昌

５
　
注退
跡
の
種
類
　
官
衝
関
連
遺
跡

・
集
落
跡

・
水
田
跡

。
古
墳

６
　
迫還
跡
の
時
代
　
方
生
時
代
ぞ
鎌
倉
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

出
合
遺
跡
は
明
石
川
下
流
の
西
岸
に
位
置
し
、
明
石
郡
衝
跡
と
推
定
さ
れ
る

吉
田
南
遺
跡
と
は
約
二
血
離
れ
て
い
る
。

発
掘
調
査
は
住
宅

。
都
市
整

備
公
団
の
宅
地
造
成
の
た
め
の

事
前
調
査
と
し
て

一
九
七
七
年

よ
り
行
わ
れ
、
現
在
に
い
た
っ

て
い
る
。
木
簡
の
出
土
は

一
九

嚇

八
二
年
二
月
の
調
査
時
で
あ
る
。

砂．
　

遺
跡
は
比
高
差
約

一
四
ｍ
の

偏

台
地
上
と
台
地
下
に
ま
た
が
り
、

台
地
上
で
は
奈
良
時
代
後
半
か

ら
鎌
倉
時
代
初
頃
の
掘
立
柱
建
物
群
、
五
世
紀
後
半
か
ら
六
世
紀
中
頃
の
古
墳

四
基
、
台
地
下
で
は
古
墳
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
群
、
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時

代
初
頃
の
掘
立
柱
建
物
群
、
鎌
倉
時
代
初
頃
以
降
の
水
田
跡
な
ど
が
検
出
さ
れ

た
。木

簡
が
出
土
し
た
遺
構
は
奈
良
時
代
後
半
の
掘
立
柱
建
物
に
伴
う
と
考
え
ら

れ
る

一
辺
約
二

・
三
ｍ
、
深
さ
二

・
八
ｍ
の
方
形
の
素
掘
り
の
井
戸
で
あ
る
。

建
物
は
六
×
四
間
の
総
柱
建
物

（東
西
棟
）
と
五
×
二
間
の
建
物

（南
北
棟
）
で
、

前
者
の
柱
掘
方
に
は
平
瓦
、
九
瓦
が
投
げ
込
ま
れ
て
い
た
。
井
戸
は
こ
の
二
棟

の
建
物
の
東
南
部
に
位
置
す
る
。
ま
た
、
こ
の
二
棟
の
建
物
と
は
主
軸
の
方
位

が
や
や
ず
れ
る
が
、
西
方
約

一
三
ｍ
離
れ
て
三
×
三
間
の
総
柱
建
物
が
二
棟
検

出
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
は
井
戸
の
最
下
層
で
奈
良
時
代
後
半
の
上
器
と
共
に
出
上
し
た
が
、
井

戸
出
上
の
主
な
遺
物
と
し
て
は
他
に
墨
書
土
器

‘
転
用
硯

・
製
塩
土
器
な
ど
が

あ
る
。
ま
た
、
距
離
が
少
し
離
れ
て
い
る
た
め
直
ち
に
関
連
づ
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
鋼
製
の
巡
方
が

一
点
出
土
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
遺
構
、
遺
物
の
状
況
か
ら
こ
の
井
戸
を
伴
う
建
物
群
は
官
行

に
関
連
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
　
。
「
　

　

　

　

正
二
人

一
升
　
□
仕
四
人
　
　
工
二

二
日
用
米
　
　
　
　
　
一一一日
用
□
仕
四
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●)

□
成ぃ
□田
□≧

□
□

(6)(5)律 )

□呼□~中
□

□  □

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐヽ
『
×
（］
Ｎ
）
Ｘ
”　
　
Ｏ
μΦ

名
日
――

回

　

□
□
十
石
三
斗

【鮨
ヵ
〕
　

〔三
ヵ
〕

。
□
今
日
□
来
□
回
米
□
□
□
□
此
日
□
□

□
□
□
□
□

〔四
ヵ
〕

・
□
□
□
□
□
□
□
　
□
□
□
□
□
□

　

　

（題
ｙ
（じ

滋

ｏ驚

①

。
②
は
い
ず
れ
も
文
書
木
簡
で
あ
る
。
①
は
米
支
給
量
を
日
ご
と
に
書
き

あ
げ
た
も
の
で
、

「
某
日
用
（米
こ

と
記
し
、
そ
の
下
に
支
給
先
の
内
訳
を
記

す
書
式
で
あ
る
。
①
は
二
本
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
接
合
で
き
な
い

が
、
本
来
そ
の
ま
ま
つ
づ
い
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。

末
筆
な
が
ら
、
木
簡
の
釈
文
等
に
お
い
て
東
北
大
学
今
泉
隆
雄
先
生
に
お
世

話
に
な

っ
た
こ
と
を
切
記
し
、
謝
意
を
表
し
ま
す
。

（鎌
木
義
昌
・
亀
田
修
一
）

「
今
日

□

□
　
□

□
人
　
真
成
田
人
　
子
□
×

（
μｏｏ
十
岸岸ヽ
）
×
や伽
×
５

（φ
μ）
×
∞『
×
ヽ

Ｏ
Ｐ
Φ

Ｏ
μ
Φ

Ｏ
Φ
μ

木簡(1)



丘奮

・
辻
井
遺
跡

ひ
が
し
と
う
　
　
き

１
　
所
在
地

兵
庫
県
姫
路
市
辻
井
字
東
藤
ノ
木

。
西
藤
ノ
木

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年
（昭
５７
）
四
月
ぞ

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
姫
路
市
孜
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
山
本
博
利

・
秋
枝
　
芳

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
白
鳳
時
代
ｉ
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
衛
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
姫
路
城
の
西
北
に
位
置
し
、
古
夢
前
川
の
形
成
し
た
沖
積
平
野
に
所

在
す
る
。
標
高
は

一
九
ｍ
前
後
で
あ
る
。
辻
井
宇
西
藤
ノ
木
に
巨
大
な
塔
心
礎

が
遺
存
し
て
お
り
、
さ
ら
に
里

道
を
隔
て
て
宇
東
藤
ノ
木
の
水

田
中
に
も
以
前
に
土
壇
が
残
存

し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
両
字
名

が
本
来
は

「
西
塔
ノ
基
」、
「
東

塔
ノ
基
」
で
あ

っ
た
も
の
が
、

長
い
間
に
変
化
し
た
も
の
と
い

う
推
測
か
ら
、
薬
師
寺
式
の
伽

藍
配
置
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
『播
磨
風
上
記
』

の
記
載
に
よ
れ
ば
、　
巨
智
里
草
上
村
お
よ
び
韓
室
里

辺
り
の
日
の
開
墾
に
百
済
系
の
渡
来
氏
族
巨
智
氏
等
の
活
躍
が
窺
え
る
こ
と
か

ら
、
遺
跡
は
こ
れ
ら
の
豪
族
の
氏
寺
の
可
能
性
も
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。

調
査
は
安
室
ゃハ
イ
パ
ス
新
築
に
伴

っ
て
、
遺
跡
北
半
部
を
中
心
に
実
施
し
た
。

寺
院
址
に
つ
い
て
は
、
掘
立
柱
建
物
跡

一
一
棟
、
溝
、
土
坑
、
井
戸
、
土
羨
墓

等
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
建
物
は
す
べ
て
方
形
掘
り
方
を
有
す
る
掘
立
柱
形

式
の
も
の
で
、
礎
石
建
物
は
皆
無
で
あ
る
。
と
く
に
、
東
西

一
三
間
、
南
北
二

間
で
、
南
庇
付
の
建
物

（
一一七
二
ハ
ｍ
五
↑

六
ｍ
）
は
主
要
建
物
と
推
定
さ
れ

∠０
。木

簡
は
調
査
区
中
央
部
西
北
隅
か
ら
検
出
さ
れ
た
井
戸
内
よ
り
出
上
し
た
。

井
戸
の
掘
り
方
は
約
三
ｍ
方
格
で
、
深
さ
は
約
三

・
五
ｍ
で
あ
る
。
井
戸
は
一

辺
約
○

・
九
ｍ
の
方
角
の
木
組
で
、
底
に
水
溜
用
に
楕
円
形
の
曲
物
を
裾
え
て

い
た
。
井
戸
廃
絶
時
に
多
量
の
上
師
器

・
須
恵
器
が
遺
棄
さ
れ
て
い
た
。
と
く

に
、

「
力
」
。
「
夫
」
。
「
大
井
」
。
「
大
夫
」
。
「
米
」
。
「
丈
」

等
の
墨
書
土
器
が
出

上
し
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
井
戸
祭
祀
に
使
用
さ
れ
た
と
推
定

さ
れ
る
斎
串
、
ミ
ニ
チ
ェ
ア
製
の
砧
、
丹
彩
鉄
斧
が
出
上
し
た
。
木
簡
は
井
戸

底
付
近
で
三
点
出
土
し
た
の
み
で
あ
る
。

井
戸
裏
込
め
出
上
の
須
恵
器
よ
り
、
井
戸
の
構
築
時
期
は
奈
良
時
代
前
半
に

比
定
さ
れ
、
井
戸
放
棄
は
上
層
の
一
括
資
料
よ
り
、
奈
良
時
代
末
と
推
定
さ
れ

ラム？。調
査
の
結
果
、
僧
房
跡
と
推
定
さ
れ
る
長
大
な
東
西
棟
を
有
す
る
建
物
跡
と
、

(龍野)
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現
存
塔
心
礎
と
の
位
置
関
係
か
ら
、
薬
師
寺
式
の
伽
藍
配
置
を
再
考
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

①

　

¨
即
逍
□
□
□
□
□
」
　
　
　

　
　

　
　

　
　

き

ｘ
ゃプ
〕

偽

　

「
□
□
□
□
□
□
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（渓
【∀
牌ダ
］

③
　
　
×
□
〔酬
配
□
□
□
〔酢
配
麻
呂
日
Ｈ

日
□

×

（μ∞ｏγ
（さ

益

９
　
関
係
文
献

姫
路
市
教
育
委
員
会

『
辻
井
遺
跡
現
地
説
明
会
資
料
』
盆

九
八
二
年
）

（山
本
博
利

・
秋
枝
　
芳
）



岡
山
・
助
三
畑
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
岡
山
県
邑
久
郡
邑
久
町
尾
張

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年

（昭
５７
）
三
月
ぞ
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
口巴
久
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
馬
場
昌

一
・
平
井
典
子

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
中
期
ｉ
男
治
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

助
三
畑
遺
跡
は
、
岡
山
県
三
大
河
川
の
一
つ
吉
井
川
下
流
域
東
岸
に
形
成
さ

れ
た
自
然
堤
防
上
に
営
ま
れ
た
弥
生
時
代
中
期
か
ら
近
代
の
長
期
間
に
亘
る
復

合
遺
跡
で
あ
る
。

発
掘
調
査
は
、
町
民
セ
ン
タ

ー
と
し
て
の
中
央
公
民
館

・
保

健
セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴
い
県
文

化
課
の
指
導
を
受
け
町
教
育
委

員
会
が
主
体
と
な
り
発
掘
調
査

を
実
施
し
た
。

木
簡
①
ｉ
①
の
出
土
し
た
遺

構
は
、
調
査
区
中
央
部
を
南
北

に
流
走
す
る
大
溝
で
あ
る
。
上
幅
四
ｍ
・
深
さ
約
七
〇
ｃｍ
を
測
る
。
木
簡
は
、

溝
が
方
向
を
変
え
る
地
点
に
僚
い
て
下
層
粘
土
層
中
よ
り
重
な
り
合
う
状
態
で

出
上
し
た
。
五
輸
卒
塔
婆
の
年
号
（応
永
三
〇
年
＝
一
四
三
二
年
）
よ
り

一
五
世
紀

前
半
頃
の
年
代
が
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
⑨
を
⑪
の
出
上
し
た
遺
構
は
、
長
径
四
ｍ
・
短
径
三

・
五
ｍ
、
深
さ
約

二
ｍ
の
精
円
形
を
呈
す
る
井
戸
で
あ
る
。
井
戸
上
部
は
橋
鉢
状
を
塁
し
、
底
部

に
か
け
て
直
線
的
に
掘
ら
れ
て
い
る
。
堆
積
層
は
大
き
く
第
三
層
に
分
け
ら
れ

下
層
の
暗
灰
色
粘
土
層
か
ら
出
上
し
た
。
他
に
丼
戸
内
か
ら
は
、
陶
磁
器
と
し

て
、
青
白
磁
碗

・
小
皿

・
合
子
、
土
師
質
椀

・
皿

。
小
皿
、
須
恵
質
椀

。
小
皿

・
握
鉢

。
甕
、
瓦
器
椀

・
小
皿
、
常
滑
焼
、
木
製
品
と
し
て
、
下
駄
、
横
櫛
、

漆
塗
り
椀
等
が
多
量
に
出
土
し
た
。
本
井
戸
は
他
の
同
時
期
の
井
戸
と
比
べ
大

き
く
、
多
量
の
遺
物
が
完
形
品
の
ま
ま
意
識
的
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
特
殊
な
も

の
で
、
井
戸
廃
棄
に
何
ら
か
の
祭
祀
的
な
行
為
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

題
鉄
の
年
号

（養
和
元
年
＝
一
一
八
一
年
）
よ
り

一
二
世
紀
末
ぞ

一
三
世
紀
初
頭

の
年
代
が
考
え
ら
れ
る
。

３
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

一ω
　
　
「
無
く
や
ぐ
ｘ
　
　
（五
輸
卒
塔
婆
）　
　
　
　
　
　
　
　
（篤
じ
×
翼
×
点
３
滓

②
　
。
「
咄
天
疋

》
ψ

雫
守
い
鬼
急

々
如
律
令
」

。
「
　
　
ミ
つ
ま
た
　
　
　
　
　
　
　
」
　

　

∞牌聟
∞い
き

ｏＨ

(西大寺)
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①

　

「
　
　
　
　
　
　
一

．　
　
ミ
・Ｆ
ご
□
回
国

14)(0l10 (の (8)

切
有
情
皆
如
来
蔵
普
賢
菩
薩
自
体
愛
□
回
公
□
尺
四
七
日
之
忌
辰
　
　
　
十

一
月

右
之
趣
□
為
　
　
　
　
　
　
応
永
三
十
回
年
□
□

〔事

力
〕

立
是
□
也
乃
至
□
□
□

（
μ∞
Φ
）
×
］
〇
×
〕
　
Ｏ
μ
μ

（
μい０
）
×
Ｐ卜
Ｘ
〕

（
ＰＯ【
）
Ｘ
Ｐ∞
Ｘ
］

（
『
Ｏ
）
×

］
Φ

×

∞

∞
釦
］

×

∞
Ｐ
Ｘ

∞

（
∞
卜
＋
⇔
釦
）
Ｘ
Ｐ
ヽ
×
φ
　
Φ
⇔
μ

Φ
ド
牌

Ｏ
μ
μ

〔皆
ヵ
〕

□
□
□
□
□
有
□
回
法
□
我
□
□
三
□
□
□
説

名
咄
天
疋
律
令
鬼
急
々
」

。
「
　
ミ
つ
ま
さ
　
　
　
」

名
咄
天
疋
令
律
鬼
急
々
如
律
令
」

・
「
　
　
ミ
ロ
ロ
ロ
　
　
　
　
　
」

名
咄
天
足
律
令
鬼
急
々

。
「
　
　
□

・面
酢ぽ
邸
酌
剛
紹
如々
律
令

・
　
　
　
　
　
　
　
律

×
足
唸
唸
×

名
＜
そ
て
の
□
×

名
＜
三
斗
□

「
ね
た
し
ひ
に
て
侯
了
」
（刀
形
木
製
品
）

〔元
年
己

「
養
和
□
□
沙
汰

〔折
力
〕

名
御
相
□
□
□

（題
鍛
）

牌
『
Ｏ

Ｘ

Ｐ
釦
×

］
　
　
Ｏ
μ
四

μ
φ
∞

×

μ
『

×

ヽ
　
　
Ｏ
Ｐ
Ｐ

（
五
輪
卒
塔
婆
）

十
七
日
」
　

　

　

　

　

　

　

　

Φω支
∞費
∞
３

②
は
鬼
神
を
表
わ
す
幾
何
学
的
文
様
と
中
央
の
ニ
ツ
ロ
符
か
ら
呪
符
と
考
え

ら
れ
る
。
釈
文
と
し
て
は
、
天
帝
が
北
斗
星

（＝
天
足
星
）
に
命
じ
、
正
し
い
状

況
に
早
く
帰
れ

（＝
律
令
の
如
く
急
い
で
な
れ
）
と
悪
霊
を
祓
う
ま
じ
な
い
の
文

句
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
裏
の

「
ミ
つ
ま
た
」
は
、
祓
い
を
受
け
る
人
塙
と
考

え
ら
れ
る
。

な
お
、
本
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
り
奈
良
大
学
水
野
正
好
氏
、
奈
良
国
立
文
化

財
研
究
所
鬼
頭
清
明

・
佐
藤
信
の
各
氏
に
御
指
導
、
御
教
示
を
得
た
。
記
し
て

深
甚
の
謝
意
を
表
す
次
第
で
あ
る
。

（馬
場
昌
一
）



７０

『東
大
寺
領
横
江
庄
遺
跡
』
刊
行
さ
る

初
期
庄
園
の
遺
跡
と
し
て
著
名
な
石
川
県
の
国
史
跡

・
横
江
庄
遺
跡
の

調
査
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
吉
岡
康
暢
氏
編
で
松
任
市
教
育
委
員
会

・

石
川
考
古
学
研
究
会
刊
。
内
容
は
調
査
報
告
に
あ
た
る
調
査
編
と
六
編
の

論
考
を
収
め
た
研
究
編
か
ら
な
る
大
部
な
も
の
で
あ
る
。

研
究
編

に
は

「
加
賀

。
能
登
に
お
け
る
掘
立
柱
建
物
の
類
型
と
性
格
」

「
奈
良
平
安
時

代
の
上
器
編
年
」
「施
釉
陶
器

・
陶
硯

・
墨
書
土
器
」
「横
江
庄
遺
跡
出
土

土
器
の
胎
土
分
析
」
「賜
日
系
庄
田
に
関
す
る
覚
書
」
「
北
陸
初
期
庄
園
遺

跡
の
考
古
学
的
検
討
」
と
い
っ
た
力
作
が
な
ら
ぶ
。
な
か
で
も

「
施
釉
陶

器

・
陶
硯

・
墨
書
土
器
」
Ω
口岡
康
暢
氏
）
で
は
石
川
県
出
上
の
墨
書
土
器

が
集
成
検
討
さ
れ
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。

∧
申
込
先
∨
　
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
協
会

頒
価
　
七
〇
〇
〇
円
　
送
料
五
〇
〇
円



大
分
・藤
田
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
宇
佐
市
大
字
南
宇
佐
字
藤
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年

（昭
５７
）
七
月
ｉ

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
宇
佐
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
林
　
一
也

・
小
倉
正
五

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
時
代
　
平
安
ｉ
室
町
時
代

７
　
ｕ退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
遺
跡
は
、
宇
佐
神
官
よ
り
西
へ
四
五
〇
ｍ
離
れ
た
谷
底
平
野
に
立
地
す
る
。

遺
跡
の
北
側
に
は
勅
使
街
道
と
呼
ば
れ
る
道
路
が
東
西
に
延
び
て
お
り
、
そ
の

東
の
端
は
神
官
境
内
に
占
地
す

る
天
平
十
年

（七
一一一人
）
創
建
の

弥
勒
寺
西
門
跡
に
通
じ
て
い
る
。

近
年
、
こ
の
道
路
の
南
側
に
お

い
て
圃
場
整
備
事
業
に
伴
う
発

掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、
宇
佐
神

の

宮
の
主
要
参
道
に
面
し
た
集
惨

寧

跡
の

一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
。



1982年出上の木簡

調
査
の
結
果
、
約

一
三
〇

〇
ド
の
範
囲
に
掘
立
柱
建
物

二
〇
棟
以
上
、
柵
四
列
、
井

炉
　

一Ｅ

一基
、
溝
状
遺
構
二
条
、

２‐
　

そ
れ
に
円
形
、
不
定
形
の
上

ｓＥ
　

拡
十
荻
基
等
が
検
出
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
掘
立
柱
建
物
に
は
、

六
間

×
三
間

全

四
受

七

ｍ
）

の
大
型
の
も
の
が
あ
り
、

有
勢
者
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。
溝
状
遺
構
は
、
九
世
紀
の
上
器
や
瓦
を
伴
う

も
の
と
、　
一
四
世
紀
末
の
各
種
土
器
を
伴
う
も
の
が
あ
り
、
遺
跡
の
上
限
と
下

限
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
他
の
遺
構
か
ら
出
土
す
る
土
器
は
、
糸
切
り
底

の
郭
と
小
皿
が
き
わ
め
て
多
い
が
、
内
黒
土
師
器
、
瓦
器
、
各
種
陶
磁
器
等
も

か
な
り
多
く
確
認
さ
れ
た
。

木
簡
は
Ｓ
Ｅ
二

一
井
戸
内
よ
り
、
箸
、
曲
物
、
下
駄
、
そ
の
他
の
木
製
品
、

土
器
等
に
混
っ
て
一
点
検
出
さ
れ
て
い
る
。
共
伴
す
る
土
器
か
ら
平
安

・
鎌
倉

時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
井
戸
は
竪
半
分
し
か
発
掘
し
て
い
な
い
の
で
正

確
で
は
な
い
が
、
縦
板
の
上
端
に
方
形
の
穴
が
あ
け
ら
れ
て
お
り
、
紐
ど
め
の

木
枠
組
と
推
測
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔十

一
月
ヵ
〕

「
□
□
□
□
□
□
×

９
　
関
係
文
献

宇
佐
市
教
育
委
員
会

『
藤
田
遺
跡
』
盆

九
八
三
年
）

〇
∞
μ

（小
倉
正
五
）

調査区東側全景



法
隆
寺
百
萬
塔
の
墨
書
銘

法
降
寺
で
は
、
『
昭
和
資
財
帳
』
作
成
の
た
め
の
調
査
の
一
環
と
し
て
、

同
寺
に
伝
わ
っ
た
四
万
余
基
に
お
よ
ぶ
百
高
塔
の
調
査
を
進
め
て
い
る
。

称
徳
天
皇
の
願
に
よ
り
宝
亀
元
年

（七
七
〇
）
に
完
成
し
た
百
高
塔
に
は
、

す
で
に
平
子
鐸
嶺

『
百
高
小
塔
辞
孜
』
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
底
面
等
に
当

時
の
墨
書
銘
が
み
え
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
は
赤
外

線
テ
レ
ビ
を
活
用
し
て

一
点

一
点
墨
書
銘
の
釈
読
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
程
そ
の
調
査
の
新
成
果
の
一
部
が

「
法
降
寺
昭
和
資
財
帳
調
査
秘
宝

展
」
と
し
て
特
別
展
観
さ
れ
た
盆

九
八
三
年
一
〇
月
二
二
日
？
一
一
月
六
日
）
。

そ
し
て
そ
の
展
観
図
録
と
し
て
刊
行
さ
れ
た

『特
別
展
観
　
法
隆
寺
昭
和

資
財
帳
調
査
秘
宝
展
図
録
ｌ
』
（法
隆
寺
発
行
、
八
Ｏ
Ｏ
円
）
の
中
に
は

「
百

高
塔
調
査
の
現
状
報
告
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
捨
の
中
に
は

「
右
三
年

六
月
十
二
日
／
石
上
足
人
」
コ
一年
三
月
十
六
日
丈

マ
造
伊
波
」
「左
三
年

四
月
十
日
浄
足
」
「左
景
雲
元
年
十

一
月

一
日
八
千
万
」

な
ど
、
釈
文
の

一
部
が
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、
氏
姓
ま
で
確
認
で
き
た
二
人
名
も
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。
新
発
見
の
奈
良
時
代
の
人
名
が
摩
く
ま
れ
て
お
り
、
さ
ら

に
銘
文
全
体
の
検
討
を
通
じ
て
百
高
塔
作
成
の
工
程
や
二
人
組
織
の
解
明

が
期
待
さ
れ
、
注
目
さ
れ
る
。
な
お
同
時
に

「
百
萬
塔
の
調
査
か
ら
」
の

調
査
報
告
を
収
め
た

『
伊
可
留
我
』
（法
隆
寺
昭
和
資
財
帳
調
査
概
報
１
、
小

学
館
発
行
、　
一
〇
〇
〇
円
）
も
刊
行
さ
れ
た
。



会
　
長

副
会
長

委

員

岸
　
　
俊
男

大
庭
　
　
脩

青
木
　
和
夫

門
脇
　
禎
二

佐
藤
　
移ボ
諄

坪
井
　
清
足

原
　
秀
三
郎

関

　

　

晃

加
藤
　
　
優

寺
崎
　
保
広

町
田
　
　
革早

平
野
　
邦
雄

岩
本
　
次
郎

狩
野
　
　
久

田
中
　
　
琢

直
木
孝
次
郎

土
田
　
直
鎮

栄
原
永
遠
男

東
野
　
治
之

和
田
　
　
率

幹 監

事 事 木
簡
学
会
役
員

岡
崎
　
　
敬

鬼
頭
　
清
明

田
中
　
　
稔

早
川
　
庄
八

佐
藤
　
　
信

橋
本
　
義
則



彙

報

第
四
回
総
会
お
よ
び
研
究
集
会

木
簡
学
会
の
第
四
回
総
会
お
よ
び
研
究
集
会
は
、　
一
九
八
二
隼

一
二
月
四
日

・
五
日
の
両
日
に
わ
た
っ
て
、
奈
良
国
立
文
化
財
所
究
所
平
城
官
跡
資
料
館
講

堂
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
。
両
日
に
わ
た
っ
て
約
百
人
の
出
席
者
の
も
と
に
活

発
な
討
論
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
、
研
究
集
会
の
報
告
に
関
連
し
て
、
平
城
官

お
ょ
び
京
跡
出
土
の
木
簡
と
墨
書
土
器
、
秋
田
城
跡
お
よ
び
平
城
宮
跡
出
上
の

漆
紙
文
書
、
さ
ら
に
仙
台
市
郡
出
遺
跡
、
長
岡
京
跡
お
よ
び
平
城
官
跡
出
土
の

料
紙
の
界
線
引
き
用
の
定
木
三
点
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
出
席
者
の
熱
心
な
眼
差

を
集
め
た
。

◇

一
二
月
四
日

（土
）
午
後

一
時

一
五
分
か
ら
第
四
回
総
会
が
始
め
ら
れ
た
。

第
四
回
総
会

（議
長
　
八
木
充
氏
）

岸
俊
男
会
長
の
挨
拶
の
後
、
狩
野
久
氏
の
推
薦
に
よ
っ
て
八
木
充
氏
が
議

長
に
選
出
さ
れ
、
議
事
に
入

っ
た
。

会
務

・
編
集
報
告

（佐
藤
宗
諄
委
員
）

一
年
間
の
活
動
と
現
状
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
報
告
が
あ
り
、
具
議
な

く
了
承
さ
れ
た
。　
一
九
八

一
年
度
の
入
会
者
は

一
四
人
、
退
会
者

一
人
で
、

現
在
の
会
員
数
は

一
六
七
人
で
あ
る
こ
と
。
今
後
入
会
者
の
承
認
は
原
則
と

し
て
六
月

一
十
月
の
委
員
会
で
行
な
う
こ
と
。
会
誌
の
在
庫
は
、
創
刊
号
は

な
く
な
り
、
二
号
八
五
部
、
三
号
三
五
五
部
で
あ
る
こ
と
。
四
号
で
は
漆
紙

文
書
の
出
土
地
の
集
成
を
行
な

っ
た
が
、
今
後
も
漆
紙
文
書
に
つ
い
て
会
誌

に
収
載
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
。
会
誌
編
集
に
当

っ
て
は
、
全
国
の
諸
機
関

の
ご
腸
力
を
得
た
が
、
木
簡

・
漆
紙
出
土
地
が
全
国
に
わ
た
っ
て
増
え
て
い

る
の
で
、
そ
の
情
報
収
集
が
完
全
で
は
な
く
、
会
員
の
ご
協
力
を
仰
ぎ
た
い

こ
と
。
ま
た
会
務
運
営
に
つ
い
て
は
事
務
処
理
の
体
制
が

一
部
機
関
に
依
存

し
て
い
る
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

会
計
報
告

（岩
本
次
郎
委
員
）

一
九
八

一
年
度
の
会
計
に
つ
い
て
、
収
支
決
算
の
報
告
と
説
男
が
行
な
わ

れ
た
。
ま
た

一
〇
月
三
〇
日
、
関
晃

・
土
田
直
鎮
両
監
事
に
よ
っ
て
行
な
わ

れ
た
会
計
監
査
に
基
づ
き
、
関
監
事
か
ら
会
計
執
行
が
適
切

・
厳
正
に
行
な

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

役
員
改
選

会
則
第
七
条
に
基
づ
き
、
来
期

（
一
九
八
三
年
四
月
ぞ
八
五
年
三
月
）
の
役
員

の
改
選
が
行
な
わ
れ
た
。　
狩
野
久
委
員
か
ら
、　
別
掲

（
〓
三
一頁
）
の
如
く

現
役
員
の
留
任
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
総
会
の
の
ち
二
時
三
〇
分
よ

り
研
究
集
会
を
開
い
た
。

研
究
集
会

（議
長
　
直
木
孝
次
郎
氏
）

古
事
記
の
用
字
法
か
ら
観
た
平
城
官
木
簡
の
用
字
法
　
　
　
小
林
芳
規

木
簡
と
短
籍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
池
春
峰

小
林
報
告
は
、
日
ご
ろ
の
古
事
記
研
究
を
基
に
し
て
、
古
事
記
と
木
簡
と

ユ34



の
漢
字
用
字
法
を
比
較
し
て
、
両
者
が
実
用
文
を
基
盤
と
し
て
い
る
た
め
に

多
く
の
共
通
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
字
訓
史
研
究
の
提
唱
を
行

な
っ
た
。
堀
池
報
告
は
東
大
寺
方
広
会
、
興
福
寺
維
摩
会
で
用
い
る
短
籍
に

つ
い
て
、
法
会
の
中
で
の
具
体
的
な
使
い
方
を
切
ら
か
に
し
た
。
両
報
告
と

も
、
日
本
古
代
史
研
究
者
が
多
い
出
席
者
に
は
、
新
鮮
に
映
り
、
関
心
を
引

い
た
。

研
究
集
会
後
、
農
協
会
館
地
下
の
有
楽
に
お
い
て
、
懇
親
会
を
も

っ
た
。

◇

一
二
月
五
日

（
日
）
（午
前
九
時
ど
年
後
三
時
三
〇
分
）

研
究
集
会

（議
長
　
早
川
庄
八
・
岸
俊
男
氏
）

最
近
の
各
地
遺
跡
出
上
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鬼
頭
清
明

一
九
八
二
年
出
上
の
平
城
宮
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
隆
雄

平
城
京
左
京
二
条
二
坊
十
二
坪
の
遺
構
と
出
土
木
簡
西
崎
卓
也

・
佐
藤
　
信

秋
田
城
発
掘
の
成
果
と
漆
紙
文
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
野
　
久

こ
れ
ら
四
報
告
は

一
九
八
二
年
出
上
の
木
簡

・
漆
紙
文
書
に
関
す
る
も
の

で
あ
る
。
質
疑
討
論
に
お
い
て
は
、
今
泉
報
告
で
平
城
宮
出
土
の
荷
札
に
つ

い
て
伊
予
国
合
濃
郡
＝
神
野
郡
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
小
林
芳
規
氏
が
国

語
学
の
方
面
か
ら
詳
し
く
注
釈
し
て
跡
づ
け
、
木
簡
学
会
に
多
く
の
分
野
の

研
究
者
が
会
員
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
利
点
が
認
識
さ
れ
た
。
西
崎

。
佐
藤

報
告
に
関
し
て
は
、
堀
池
春
峰
氏
が
遺
跡
の
性
格
に
つ
い
て
、
梨
原
官
と
の

関
連
を
指
摘
し
た
こ
と
が
注
意
を
引
い
た
。
昼
食
後
の
休
憩
時
間
に
平
城
官

跡
第

一
四
〇
次
調
査

（第
一
次
朝
堂
院
東
南
部
）
の
発
掘
現
場
を
見
学
し
た
。

討
論
の
後
、
平
野
邦
雄
副
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
三
時
三
〇
分
に
閉
会
し
た
。

な
お
、
飛
鳥
の
山
田
寺
跡
の
東
面
回
廊
の
発
掘
に
お
い
て
、
倒
壊
し
た
建

築
部
材
が
出
上
し
た
の
で
、
予
定
外
で
は
あ

っ
た
が
、
六
日
午
前
中
に
学
会

で
バ
ス
を
仕
立
て
て
、
二
四
人
の
参
加
を
得
て
山
田
寺
跡
、
お
よ
び
婦
剋
の

水
落
遺
跡
を
見
学
し
た
。

曇
音
貝
△
至
報
一一
口

◇

一
九
八
三
年
六
月
九
日

第
五
回
木
簡
学
会
総
会

・
研
究
集
会
の
日
程
と
報
告
内
容
に
つ
い
て
若
千

検
討
を
行
な
い
、
ま
た

『木
簡
研
究
』
第
五
号
の
編
集
方
針
の
大
要
を
決
定

し
た
。
新
た
に
入
会
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
検
討
の
結
果
、
入
会

を
承
認
し
た
。
ま
た

一
九
八
二
年
度
の
会
計
報
告
を
う
け
て
こ
れ
を
検
討
し
、

同
日
中
に
監
査
を
終
了
し
た
。

◇

一
九
八
三
年

一
〇
月
二
五
日

第
五
回
総
会
お
よ
び
研
究
集
会
の
内
容

。
日
時
を
ほ
ば
確
定
し
、

『木
簡

研
究
』
第
五
号
の
編
集
経
過
が
報
告
さ
れ
、
新
入
会
員

一
名
が
承
認
さ
れ
た
。
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